
時代を捉え、意識を変え、行動を変える学びの場
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～知の綜合化を目指して～

　いつの世にも企業家にとって大事なことは、
（1）様々な議論や現象の背後にある本質を考えることであり、（2）その本質を概念化、理
論化することによって、論理的納得性をもたせ、（3）それらを現実に適用する方法論を開発
することである。
　このようなプロセスは組織内外の知的、人的ネットワークを総動員し、知の綜合化を図らな
ければ達成できない。
　経営アカデミーは、1965 年の創設以来 55年以上にわたり、日本における最高の学府と
産業界のトップが協力し、各社の中核人材による多様な視点から侃々諤々の議論を通して学
習、研究の機会を提供してきた。単に高度な知識を得る場ではなく、異業種の人達がその経
験をベースに、一つの理論、コンセプトにまとめ上げ、堅い決意のもと勇気を持って実践し
ていく、まさに知識創造の「場」である。このような「場」こそ企業人が集う真のビジネス・
スクールと言える。多くの企業人の参加を期待する。

ӦΞΧσϛʔ学௕ܦ
中央大学大学院　教授

ӦΞΧσϛʔ໊༪学௕ܦ
一橋大学  名誉教授
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トップマネジメント・コース
2020 ೥ �݄ʙ �2 ݄

取締役、執行役員、事業部長、部長
ઓུͮجʹߟࢥいͨϏδϣϯΛޠΓɺ先಄ʹཱͬͯ
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合宿 4回（国内 3回、海外調査 1回） ※合宿費、海外調査費別

 経営戦略コース
2020 ೥ �݄ʙ 202� ೥ �݄

部長、課長（全職種）
ࣗࣾϏδωεͷ͋ΓํΛݟ௚しɺ࣍ͷઓུΛਂ͘ଟ໘తʹ͑ߟΔ
Ϧʔμʔͷཆ੒
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ʢ����� ສԁʣ

��� ສԁ
ʢ�2��� ສԁʣ P.18~19Ր༵೔�̡ ݄ �ʙ �ճ ɹr���20 ʙ 20��0

合宿 2回 ※合宿費別

 技術経営コース
2020 ೥ �݄ʙ 202� ೥ �݄

技術戦略、技術企画、研究所、
製品開発担当（部長・課長・リーダー）
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��� ສԁ
ʢ�2��� ສԁʣ P.20~21ਫ༵೔�̡ ݄ 2ճ ɹr�0�00 ʙ ���00

合宿 3回 ※合宿費別

 組織変革とリーダーシップコース
2020 ೥ �݄ʙ 202� ೥ 2݄

部・課・プロジェクトチーム等の
組織運営を行うリーダー

ਓ・૊৫・ઓུͷࢹ఺ͰมֵΛਪਐͰ͖Δੈ࣍୅Ϧʔμʔͷཆ੒
�� ສԁ

ʢ�0��� ສԁʣ
�0� ສԁ
ʢ����� ສԁʣ P.22~23ਫ༵೔̡ ݄ 2ʙ �ճ ɹr���20 ʙ 20��0

合宿 3回 ※合宿費別
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 マーケティング戦略コース
2020 ೥ �݄ʙ 202� ೥ �݄

マーケティング・営業部門の部長、
課長、リーダー、戦略スタッフ

先ݟ ・ੑֵ ৽ ・ੑઓུੑͰ੒ख़ࢢ৔ΛଧͪഁΔϚʔέλʔͷཆ੒
�� ສԁ

ʢ�0��� ສԁʣ
�0� ສԁ
ʢ����� ສԁʣ P.24~25݄༵೔̡ ݄ 2ʙ �ճ ɹr���20 ʙ 20��0

合宿 3回 ※合宿費別

 生産革新マネジメントコース
2020 ೥ �݄ʙ 202� ೥ 2݄

生産関連部門（製造、生産管理、品質、
調達など）のマネジャー、リーダー

Λඳ͖ɺ࢟఺Ͱɺ͋Γͨい؍Ӧͷܦ৔ͱݱ
ʮڧい޻৔ʯΛͭ͘Δਓࡐͷཆ੒
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�0� ສԁ
ʢ����� ສԁʣ P.26~27໦・ۚ ༵೔̡ ଇ݄�ճݪ ɹr�0�00 ʙ ���00

合宿 4回（　　　  ）、フィールドワーク1回 ※合宿費、海外調査費別

 人事革新コース
2020 ೥ �݄ʙ 202� ೥ 2݄

人事部・人材開発部門のマネジャー、
リーダー、戦略スタッフ

ਓࡐϚωδϝϯτʹֵ৽Λ͜ىしɺੈքͰڝ૪ྗͷ͋Δڧい૊৫૑ΓΛ
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合宿 3回（国内 2回、海外調査 1回） ※合宿費、海外調査費別

 経営財務コース
2020 ೥ �݄ʙ �2 ݄

財務、経理、IR、リスクマネジメント、
企画、管理部門のマネジャー、リーダー
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合宿 3回 ※合宿費別
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事業変革イノベーションコース
2020 ೥ �݄ʙ �2 ݄ 事業責任者（執行役員、部長、マネジャー）、

企画・グループ管理・監査部門の責任者、
戦略スタッフ
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合宿 2回 ※合宿費別

イノベーション・デザインコース
2020 ೥ �݄ʙ �݄

中堅・若手リーダー ͷྗͰະདྷΛมֵ͢ΔΠϊϕʔγϣϯ・σβΠϯϦʔμʔͷཆ੒ۀا
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合宿 2回 ※合宿費含む

　　
Ճඅʹؚ·Εͳい΋ͷɹ˔�合॓අ（イノベーション・デザインコースを除く： 国内合宿ࢀ˞ 1回当たり 4～ 7万円程度）　˔�ւ֎ௐࠪඅ（トップマネジメ
ント・コース：40 万円程度、人事革新コース、生産革新マネジメントコース：30 ～ 35 万円程度）　˔�ϏδωεήʔϜ࢖༻ྉ（経営財務コースのみ：1万円程度）

˔�άϧʔϓڀݚͷਤॻ・ࢿྉ୅ ˔�ؙͷ಺ࣨڭ௨ֶɺ合॓ɺֶݟۀا・ΠϯλϏϡʔ౳ͷަ௨අɹ˔�ͦͷଞɺݸผʹ௥Ճൃੜ͢Δඅ༻
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松本　正義
住友電気工業（株）
取締役会長

τοϓϚωδϝϯτ・ίʔε

松﨑　正年
コニカミノルタ（株）
取締役会議長

松﨑　正年

Ӧઓུίʔεܦ�

堤　和彦
三菱電機（株）
特任技術顧問

ٕज़ܦӦίʔε

山村　明義
東京地下鉄（株）
代表取締役社長

�૊৫มֵͱϦʔμʔγοϓίʔε

国内 3回、
海外調査 1回

2020೥౓ɹܦӦΞΧσϛʔ・ίʔεҰཡ
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�ॿձһʹͭいͯɹձһαʔϏεηϯλʔɹ5&-�ɿ0��������02ࢍ˞˞
日本生産性本部の活動にご賛同・ご協賛いただく賛助会員制度がございます。経営アカデミーのプログラムはじめ事業参加費の割引など各種特典もございますの

で、ご入会をお勧めいたします。詳細は上記までお気軽にお問合せください。　

金井　政明
（株）良品計画
代表取締役会長

�ϚʔέςΟϯάઓུίʔε

釡　和明
（株）ＩＨＩ
相談役

釡　和明

�ੜֵ࢈৽Ϛωδϝϯτίʔε

柄澤　康喜
三井住友海上火災保険（株）
取締役会長　会長執行役員

柄澤　康喜

�ਓֵࣄ৽ίʔε

柳　良平
エーザイ（株）　ＣＦＯ
早稲田大学　客員教授

柳　良平

຿ίʔεࡒӦܦ
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事業拡大ー成長のマネジメント
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資産圧縮・調整ー
3つの過剰
（雇用、設備、債務の圧縮）
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ɹܦӦΞΧσϛʔ͸、ઓޙ೔ຊのࡁܦ෮ڵをਪਐ͠、ࠃຽੜ׆の্޲をਤる໨తͰઃཱ͞Εͨ೔ຊੜ

ܦॳのຊ֨తͳϏδωεεΫʔϧʢࠃͱͯ͠、����೥ʹ૑ઃ͞Εͨզ͕ۀࣄ೦هຊ෦の��प೥ੑ࢈

Ӧେ学Ӄʣの�ͭͰ͢ɻ

ɹҎདྷ��೥ʹΘͨΓ、ۀ࢈ք͔Βの࣋ࢧを͍͖ͨͩ、��
���໊Ҏ্のमྃ ʢऀܦӦΞΧσϛʔɾϚ

ελʔʣをഐग़ɻଟ͘のํ͕ۀاのτοϓ、ۀ࢈քのϦʔμʔͱͯ͠׆༂͞Ε͍ͯ·͢ɻ·ͨ、मྃ͞Ε

ͨ0#ɾ0(の૚のް͞͸ଞの௕ܦظӦਓࡐϓϩάϥϜをѹ౗͠、ϦʔσΟϯάϓϩάϥϜͱͯ͠の໾ׂ

をՌͨ͠ଓ͚͍ͯ·͢ɻ

※修了者には、『経営アカデミー・マスター』の称号が付与されます。（全日本能率連盟登録資格称号第 14 号）

ɹ৽ͨͳ൒ੈلをܴえͨ౰ΞΧσϛʔ͸、ۀاの࣮ફྗͱ学քの࠷ઌ୺ཧ࿦͕Ϳ͔ͭΓ߹͏૑ൃの場

ͱͯ͠、ੜ֔໾ཱͭਓؒྗの্޲を໨ߏ、͠ࢦ૝ྗ、࣮ྗݱ、ֵ৽ྗを݉Ͷඋえͨਓࡐをҭ੒͠、૊

৫΍ۀքの࿮をӽえͨਓతωοτϫʔΫのܗ੒ͱॆ࣮をਤる΂ 、͘͜Ε͔Β΋ਐԽをଓ͚ͯࢀΓ·͢ɻ

ɹʮଟ೉ͳ時代ʹ௚໘ͯ͠、͜Ε͔Βの೔ຊࡁܦのൃలʹਅʹԠえ͏るΑ͏ͳਓࡐを、意ཉతʹ

։ൃҭ੒͍ͯ͘͜͠ ͱ͕、͜のΞΧσϛʔを։ઃ͢る࠷େの໨తͰ͋Γ·͢ɻʯʢઃཱझ意ॻΑΓʣ

　産ֶڠಉの場である経営アΧデミーは、参Ճ企業の人事部門੹೚ऀの方にӡ営װ事をҕ৤し、企画・ӡ営に͝参画いただいております。
ӡ営װ事会では、०のテーマについてୈ一人ऀとӡ営װ事との意見ަ׵も定期的に行っております。

運営幹事企業

アサヒグループホールディングス（株）
アズビル（株）
花王（株）
キッコーマン（株）
（株）共和電業
キョーリン製薬ホールディングス（株）
コニカミノルタ（株）

（株）小松製作所
（株）ジェーシービー
ＪＸＴＧホールディングス（株）
住友大阪セメント（株）
中外製薬（株）
東京センチュリー（株）
東京地下鉄（株）

日清オイリオグループ（株）
日本水産（株）
日本電気（株）
日本ユニシス（株）
（株）乃村工藝社
三井金属鉱業（株）

໊���
��ɹ࢙ӦΞΧσϛʔ��೥ͷྺܦҎ্の0#ɾ0(をഐग़

ӦΞΧσϛʔͱ͸ܦ
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76$" 時୅
社会課題が経営の中心にー
人口減少、超高齢社会、SDGs
ESG投資、AI、DX、IoT

多視点で構想する力
ଟ֯తͳࢹ఺͔Βຊ࣭ΛͱΒ͑

ະདྷΛߏ૝͢Δྗ

価値を実現する力
૊৫಺֎ʹײڞΛ૑Γग़し
Ձ஋૑଄Λ࣮ફしͯい͘ྗ

主体的に革新する力
ઈ͑ͣΑΓΑいະདྷΛΊ͟しͯ

ࣗΒ௅ઓしͯい͘ྗ

ಈΛม͑Δֶͼͷ৔ߦ୅Λଊ͑ɺҙࣝΛม͑ɺ࣌

経営アカデミー・マスター
ӦΛ૑ΔϦʔμʔܦ୅ͷ࣍
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ɹࠓ೔、ۀاʹ͸、େ͖͘ೋͭの௅ઓ͕ಥ͖͚ͭΒΕ͍ͯ·͢ɻ4%(T΍༷ʑͳࣾձ໰୊͕、ܦۀا

Ӧʹ͓͍ͯத৺తͳςʔϚͱͳ͍ͬͯ·͢ɻ·ͨ、σδλϧԽのେ͖ͳྲྀΕ͸、ۀاの֞ࠜをӽえͯ

ඈ༂తʹੜੑ࢈をߴΊるػձͱΈͳ͞Ε͍ͯ·͢ɻ

ɹܦӦΞΧσϛʔ͸、͜ のΑ͏ͳେ͖ͳ時代の変ԽのதͰ、ࣗ Β՝୊をઃఆ͠、Ծઆをཱͯ、ଟ༷ͳεςʔ

Ϋϗϧμʔをࠐ͖רΈͳ͕Β、ओମతʹՁ஋を૑଄͍ͯ͘͠行動ྗ͋るϏδωεϦʔμʔのཆ੒を໨ࢦ

͠·͢ɻ

「多視点で構想する力」「価値を実現する力」「主体的に革新する力」
この３つの力を兼ね備え、次代の経営を創っていくことのできるリーダーです。

ࡐӦਓܦ͢ࢦӦΞΧσϛʔ͕໨ܦ
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一流の講師陣

●第一線の経営者・実務家・ビジネスリーダーによる講演  （過去2年、抜粋、組織・役職は出講時）

学の֞ࠜͳ࢈ 、͘ςʔϚʹ࠷దͳୈҰਓऀをࢣߨͱ͠ ͯটᡈ͍ͯ͠·͢ɻ

新　　将命　国際ビジネスブレイン 代表

小野寺　正　KDDI 相談役

嘉悦　　朗　元横浜マリノス 社長

金井　政明　良品計画 会長

釡　　和明　IH I  相談役

柄澤　康喜　三井住友海上火災保険 会長

木川　　眞　ヤマトホールディングス 特別顧問

倉重　英樹　シグマクシス 会長

坂根　正弘　小松製作所 相談役

酒巻　　久　キヤノン電子 社長

坂本　幸雄　元エルピーダメモリ 社長

志賀　俊之　日産自動車 取締役

新貝　康司　元日本たばこ産業 副社長

數土　文夫　JFEホールディングス 特別顧問

塚本　建次　昭和電工 特別顧問

知識　賢治　日本交通 社長

堤　　和彦　三菱電機 特任技術顧問

冨山　和彦　経営共創基盤 代表取締役 CEO

西尾　進路　JXTGホールディングス 名誉顧問

野路　國夫　小松製作所 会長

芳賀　義雄　日本製紙 会長

松井　忠三　良品計画 名誉顧問

松本　正義　住友電気工業 会長　

柳　　良平　エーザイ CFO、早稲田大学 客員教授

山村　明義　東京地下鉄 社長

林野　　宏　クレディセゾン 社長　
ほか多数

ɹܦӦΞΧσϛʔ͸ۀ࢈քࣗΒの໰୊意識ʹΑͬͯઃཱ͞ΕͨϏδωεεΫʔϧͰ͢ɻ͜の

झڞʹࢫ໐ͨ͠、学քを代ද͢るҰྲྀのࢣߨਞͳΒびʹୈҰઢのϏδωεɾύʔιϯ͕ࢦ

ಋを行͍ͬͯ·͢ɻۀ࢈քの՝୊ʹਫ਼௨ͨ͠ࢣߨਞʹΑる࠷৽のཧ࿦ͱ࣮ફྫࣄを学Ϳ ͱ͜

͕Ͱ͖·͢ɻࢀՃϝϯόʔ͸、બ୒੍ٛߨ౓をར༻͠、ॴଐίʔεҎ֎ʹ΋ࣗݾのؔ৺ɾ

՝୊ʹԠͯ͡ଞίʔεのٛߨ΋ड͢ߨる ͱ͕͜Ͱ͖·͢ɻ（詳細は p.9 をご参照ください。）

�࣮ફʹͭͳ͕Δٛߨͱԋश

しͯਐΊΔߦΛฒڀݚͱάϧʔϓٛߨ ͱ͜Ͱɺମܥతͳֶशͱ࣮຿ͷԟ෮Λଅしɺ
౉ししͯい͖·͢ɻڮ՝୊ϑΟʔυόοΫʹΑΓ࣮ફ΁ͱݾࣗ

1�
࣮ફʹͭͳ͕Δٛߨͱԋश

2� 
ຊ࣭Λ௥ڀ Δ͢άϧʔϓڀݚ

3� 
՝୊ϑΟʔυόοΫݾࣗ

1�

ಛ৭͋ΔίʔεΧϦΩϡϥϜ
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ɹҟͳるࢹ఺をͨͬ࣋ϝϯόʔͱڠಇͰςʔϚをઃఆ͠、ڀݚをਐΊ͍͖ͯ·͢ɻίʔεम

ྃ時のڀݚ੒Ռの࿦จࣥචͱൃදʹ͚ͯ޲、໰୊意識のڞ༗͔ΒԾઆߏஙͱূݕを܁Γฦ

͢աఔͰ、ຊ࣭をۃݟΊ、৽͍͠ίϯηϓτをߏ૝͠、Ձ஋を૑଄͍ͯ͘͠ྗ ͕ཆΘΕ·͢ɻ

·ͨ、ϝϯόʔͱの੾᛭ୖຏのݧܦを௨ͯ͠ϝϯόʔؒの৴པͱωοτϫʔΫ͕ߏங͞Ε、म

΋ଓޙྃ ઐ೚Ͱαϙʔτ͕͠ࢣߨಋࢦ͸、୲౰ؒظのڀݚͱͳΓ·͢ɻάϧʔϓឺ͍ڧ͘ ·͢ɻ

ɹࢀՃऀࣗ਎͕͖ͮؾ΍੒௕ɾ՝୊を֬ೝ͠ͳ͕Β、ΑΓଟ͘の੒ՌをಘるͨΊʹ、ʮࣗݾ

՝୊ϑΟʔυόοΫγʔτʯをಋೖ͍ͯ͠·͢ɻ։ߨ時のݱঢ়෼ੳͱ໨ඪઃఆ、தؒ時の໨

ඪৼΓฦΓ、ऴߨ時のݚम੒Ռのۀ຿΁のམͱ͠ త؍の学びを٬ݾࣗ、ఆを௨ͯ͡ࡦΈのࠐ

ʹ೺Ѳ͠·͢ɻ͜ΕʹΑΓ、࣮຿Ͱの࣮ફ͕ڧ 意͘識͞Ε、行動変༰͕΋ͨΒ͞Ε·͢ɻܦӦ

ΞΧσϛʔࣄ຿ہΑΓ೿ۀاݣ΁γʔτを͠ࢀ࣋、ঢ়گを௚઀ϑΟʔυόοΫ͍ͨ͠·͢ɻ�
※事業変革イノベーションコースでは、「変革計画」を作成します。イノベーション・デザインコースでは、「デザインノー
ト」として整理します。（詳細は p.10 ～ 11をご参照ください。）

ຊ࣭Λ௥͢ڀΔάϧʔϓڀݚɿࢹ໺֦େͱίϯηϓνϡΞϧεΩϧ֫ಘͷ৔

՝୊ϑΟʔυόοΫݾࣗ

※事業変革イノベーションコースでは個人研究を行うため、グループ研究はありません。イノベーション・デザイン
コースでは「テーマ研究」として事業化価値コンセプトの提案を実施します。

2�

3�

ҰൠతͳάϧʔϓσΟεΧογϣϯʢҰྫʣ ڀݚӦΞΧσϛʔͷάϧʔϓܦ
メンバーの問題意識を最大公約数として
テーマ設定する

社会課題にも目を向けテーマ設定に時間をかける
仮説構築の重要性、切り口の大切さを身につける

既存事例やデータを分担して調べたものを
総合的にとりまとめる

既存事例やデータを調べ上げた上で、その背後にある本質（なぜそうなる
のか）を突き詰め、過去の延長線上にないグループのオリジナル・メッセー
ジをつくりあげる

メンバーのいろいろな意見を調整してまと
める

メンバーの異なる視点をぶつけ合い、共感しながら議論をつくし、新たな
視点に発展させる

最初に立てた計画に従って、期日までに要
領よくまとめあげる

本質にたどりつくまで、何度でも視点移動、仮説検証を繰り返す
社会課題解決策の実装プロセスを体験し、自社課題への展開を構想する

άϧʔϓࢦڀݚಋࢣߨͷ໾ׂ

各グループに専任の指導講師が加わり、コース期間を通じてメンバーと一緒に議論し徹底した問いかけを行ってい
くため、議論のプロセスそのものが、一般的なグループディスカッションにはない深みをもたらしていきます

ͰಘΒΕΔ΋ͷڀݚӦΞΧσϛʔͷάϧʔϓܦ

˔�ຊ࣭ʹഭΔ （ྗなぜそうなのか、なぜそうでなければならないのか、他ではだめなのか）

˔�ҟͳΔࢹ఺͔ΒݟΔྗͱଞͱͷҧいΛੜみग़͢ίϯηϓτྗ
˔�ଞࣾͷબൈਓ͔ࡐΒͷܹࢗɺͮؾ ͱ͖ੜ֔ʹわͨΔωοτϫʔΫ

意識を変え（意識改革）、行動を変える（行動変容）
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࣮ફతͳέʔε͔ڀݚΒ
ΤοηϯεΛֶͿ ঢ়ͷ՝୊Λ໌Β͔ʹ͢Δݱ

ʲڀݚςʔϚͷਂԽʳ

第２回合宿で研究の進捗状
況を中間発表。コーディネー
ターからのレビューコメントを参
考に、メンバー間での討議や企業
訪問・ヒアリング・データ分析等
を実施し、仮説を検証。研究テー
マの更なる堀下げを行う。

ʲ͖ͮؾͱֶͼʳ
各回の講義での気づきと学び
について毎回フィードバック
シートに記述する

ʲதؒৼΓฦΓʳ
改めて中間時点での自己の振り返
りと評価を行い、今後の取り組み
について確認する

ੈք؍・େ࣌・؍ہ୅ೝࣝΛ
େ͖ͳจ຺͔Βଊ Δ͑

ʲ問୊ҙࣝͷڞ༗ʳ

参加メンバーの問題意識
を踏まえ、グループ編成。
グループメンバーと共に指導
講師と討議し、問題意識の掘り
起こしを行う。
※テーマ設定に時間をかけ、
仮説構築の重要性、切り口
の大切さを身につける。

ʲݱঢ়෼ੳͱ໨ඪઃఆʳ
コース参加にあたっての問題意
識・課題整理、10ヶ月後の目標を
設定する

˗ϓϩάϥϜͷྲྀΕʢྫʣ

開
　
講

派遣企業と
共有ϑΟʔυόοΫγʔτ 派遣企業と

共有ϑΟʔυόοΫγʔτ

講
義
・
ԋ
श

グ
ル
ー
プ
研
究

ࣗ
ݾ
՝
୊

講義とグループ研究の往復 講義で学んだ内容の応用を図る10 ヶ月間同じメンバーによる
グループ研究のスタート

ʲڀݚςʔϚͷઃఆʳ

第1回合宿で研究テー
マを発表。テーマを明確
化し、仮説の設定、年間の
スケジュールを立案する。
その後、文献や事例の調査、
グループメンバーと指導
講師の徹底した議論の
積み重ねを行う。

݄̓ʙ݄̕ �0݄ʙ ��݄�݄ʙ �݄

ϓϩάϥϜͷྲྀΕɹ
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˙�બ୒ٛߨ

　コース期ؒ中、経営アΧデミー֤コースの中からݫબ
したߨ義を参Ճऀに͝案಺いたします。現ࡏ直面してい
る経営課題、୲当業務における問題意識に沿って、֤ コー
スで開࠵されるߨ義をԣ断的に自༝にબ୒し、組み߹わ
せることで、͝自਎のオリジナルプϩάラϜを࡞成して
受ߨいただけます。他コースのߨ義を受ߨすることで、
ؔ৺の෯を͛޿、より多くの参Ճऀとަྲྀをਂめること
ができます。
　͝೿ݣ企業の人事部門の方にも͝案಺しております。社
һの方が受ߨされている経営アΧデミーやそのߨ義につい
て͝理解をਂめていただくためにも、また自ݚݾᮏをੵΉ場
としても活用いただけます。

˙�εΩϧΞοϓϓϩάϥϜɹ

　コース期ؒ中、「フΝシリテーション」「プϨθンテー
ション」などのスΩルアップのためのプϩάラϜを用意。
֤コースの参Ճऀが、必要にԠじて自༝に受ߨでき、ج
ૅ的ϏジネススΩルの޲上にお役ཱていただけます。

˙�ϛχ.#"ϓϩάϥϜ

　コース開ߨ前に、「会計・財務」「経営戦略」など、経営
にؔするج本஌識をֶ΂るミニ࠲ߨを開࠵。֤コースの
参Ճऀが、これから経営アΧデミーのプϩάラϜに参Ճ
するにあたり、ج൫となる஌識のशಘや自らの஌識の整
理・֬ೝをすることができます。

૝Λ࿅Δߏͷޙࠓ

ʲޙࠓͷ໨ඪઃఆʳ
経営アカデミー修了後の目標設
定と業務への活用・展開に向け
た計画と評価を行う

ऴ
講
・
グ
ル
ー
プ
研
究
の
成
Ռ
ൃ
ද

フ
Ỽ
ロ
ー
ア
ッ
プ
　
˞
研
म
ޙ
の
औ
組
Έ
ʹ
ؔ
͢
Δ
情
報
ަ
׵

मྃޙ

ừ
研
म
成
Ռ
の
࣮
務
΁
の
མ
と
͠
ࠐ
Έ
Ử

派遣企業と
共有ϑΟʔυόοΫγʔτ

自分たちのオリジナル
メッセージ構築へ挑戦

ʲใࠂॻʢ࿦จʣ࡞੒ʳ

背後にある本質を突き詰
め、理論構築と施策への落
し込みを行う。成果発表に向
けた最終的な詰めと報告書論文
の取りまとめを集中的に行う。
成果発表会には、コーディ
ネーターはじめ派遣企業責
任者も参加。

�2݄ʙ �݄
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ɹେ͖ͳ࣌୅ͷมԽͷதͰɺٻΊΒΕΔϦʔμʔ૾΋ଟ༷Խしͯい·͢ɻ࠷લઢͱͳΔ֤ݱ৔

ͰมֵΛى し͜ۀࣄ੒௕ΛݗҾ͢Δɻࣾձ՝୊ͷղܾʹ͚ͯ޲पғΛ͖ר込みͳ͕Β৽しいࣾ

ձΛ૑଄͢Δɻ͜ͷΑ͏ͳΠϊϕʔγϣϯ・Ϧʔμʔͷཆ੒Λ໨ࢦし·͢ɻ

　参加者は講義と並行して、学んだ内容を使って実際に自社事業の分析に取り組みます。さらに、そ

の分析結果から自社の本質的な課題を明らかにし、課題解決に向けた「変革計画」を作成し、研修

の成果物として提出いただきます。

ɹ࣮ྫを΋ͱʹͨ͠ϦΞϧͳٛߨͱٞ࿦͔Β学び、ࣗࣾの変ֵ΍ΠϊϕʔγϣϯをϦʔυ͢る࣮ફతͳε

Ωϧを਎ʹ͚ͭ·͢ɻ

　ハンズオン（常駐協業）型の経営コンサル

ティングで数多くの実績を誇る経営共創基盤

（IGPI）と経営アカデミーが協力し、事業変

革を担う中核リーダーの戦闘力を飛躍的に

高めます。

産業再生機構ＣＯＯを務めた冨山 和彦 氏が中心となって設立。長期
的・持続的な企業価値・事業価値の向上を目的として『常駐協業 ( ハ
ンズオン ) 型成長支援』、成長支援や創業段階での支援あるいは再生
支援等、企業や事業の様々な発展段階における経営支援を実施。

経営共創基盤 IGPI 協力プログラム

プログラムの特長

分 析 作 成

貴社 経営者

研修成果として報告

フィードバック

˞มֵܭըͷ࡞੒్தɺ׬੒ޙͷ2ճʹ
わͨͬͯ ɺίʔσΟωʔλʔ͔ΒϑΟʔυ
όοΫΛड͚Δ͜ ͱ͕Ͱ͖· ɻ͢

มֵΠϊϕʔγϣϯίʔεۀࣄ
（詳細は P.32 ～ 33 をご参照ください。）

৽しい࿮૊みʮΠϊϕʔγϣϯ・Ϧʔμʔཆ੒ʯ
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バイアス
バイアス

バイアス

バイアス

新結合

不確実性

時間

フォアキャスト

バックキャスト

事業化ビジネスモデル構　想
事実調査

インタビュー調査

ɹ໰୊をൃ͠ݟ、ࣗ෼ࣄͱ͠ ͯ௅ઓ͢るϚΠϯυをҭΈ·͢ɻಛఆͨ͠໰୊を、ώτɾϞϊɾίτのؔ܎

ੑを࠶σβΠϯ͠、՝୊をղܾ͢るۀࣄΞΠσΟΞをߏ૝͢るεΩϧを਎ʹ͚ͭ·͢ɻ

Πϊϕʔγϣϯ・σβΠϯίʔε

イノベーションの起点

イノベーションの作法

①Why? =Կނ、ͦΕを΍るの͔
����˔問୊ೝࣝΛ৺ఈ͔Βࣗ෼ࣄͱしͯޠΔ
��������ϚΠϯυৢ੒

②How?=Ͳの༷ʹ࣮͢ݱる͔
����˔ώτ・ίτ・Ϟϊͷؔੑ܎Λ࠶σβΠϯ
���������͢ ΔεΩϧ։ൃ

③What?=۩ମతͳίτɾϞϊՁ஋ఏҊ
����˔՝୊ղܾͷετʔϦʔΛඳ͘ྗ Λҭ੒

「善い目的」をߏۀࣄ଄΁ʂʂ~ Problem Based Learning ~

作法１．不確実な未来に「ありたい社会」からのバックキャス

ト発想と、テクノロジーの未来をフォアキャストする両

サイドの視点を往復しながら、事業アイディアを収束

させていきます。

作法２．解決したい課題のバイアスを特定し、再構成（新結

合）することにより、新しい視点で課題解決のアイディ

アを発見していきます。

作法３．新しいアイディアに関する事実調査、専門家へのヒア

リング、関係者インタビュー等によりコンセプトの事

業性を確認していきます。

（詳細は P.34 ～ 35 をご参照ください。）
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　ओにアジア֤ࠃにෝき、現地ϩーΧル企業、現地で成ޭして
いる日ࢿ֎・ܥ企業、੓෎ؔػや経ஂࡁ体などを訪問。現地のࢢ
場や時にはՈఉ訪問を実ࢪし、Լهのような課題΁の取り組み
のώントを見いだします。
˔�ੈ界、アジアの視点から自社の事業をどう位ஔ෇けるか
˔�現地ニーズをいかに೺Ѳし঎඼開発にどう活かしていくか
˔�現地組織のオペϨーション（ධ価、Ϟチベーション、फڭなど）
˔�現地װ部社һの育成とリテンション
˔�άϩーόルリーダーの育成  ほか

   

　άループڀݚでは、テーマをઃ定後、Ծઆ構築とূݕ
を܁りฦし理論を構築していきます。Ծઆをূݕするに
あたり、先進企業΁の訪問やインタϏューのػ会を਺多
く持つことができます。ڀݚテーマのୈ一人ऀから直઀
࿩をฉくことで、先進事ྫのਅ૬にഭり本࣭を見ۃめる
力、自社で取り組Ή際の実ફ的な視点を持つことができ
ます。
　そのほかにも、参Ճऀಉ࢜が意見・情報ަ׵をするա
ఔで、おޓいの企業を訪問したり視察したりすることも
活発に行われています。
　生産革新マネジメントコースでは、ߨ義と࿈動したテー
マで工場視察を実ࢪします。問題を捉える力をཆうほか、

視察先と自社をൺֱすることで、自社の課題を٬観的に見つめ、その解決策を考えることをねらいとしています。

ʪա࣮ڈ੷ʫ
■視察先　　キユーピー、高知県大川村、テクノヒロセ（高知県）、展勝地（岩手県）、トヨタL&F、日産自動車、ファ

ンケル、ブリヂストン、ミツトヨ、モルガン・スタンレー・グループ、安川電機　ほか多数

■グループ研究インタビュー
 AOKI、Google、JR九州、Peach Aviation、SCSK、イケア、サイバーエージェント、サイボウズ、大日本印刷、

トヨタ自動車、ファーストリテイリング、富士通マーケティング、ヤッホーブルーイング　ほか多数

■ 海　外
中国（上海） 上海象印、中国市場戦略研究所、パナソニック生活文化研究所、無印良品　ほか
ベトナム TOTO、YKK、味の素、イオン、エースコック、ヤマハ・モーター、ロジテム・ベトナム・No.2　ほか
カンボジア JETRO プノンペン、サンライズジャパン病院、住友電装、タマホーム、プノンペン経済特区社　ほか
ミャンマー KDDI、エースコック、ティワラ工業団地、ハニーズ、ミャンマーブルワリー、ミャンマー商工会議所　ほか
シンガポール HCLI、P&G、シーメンス、シンガポール経営大学、ダウ、マイクロソフト　ほか
タイ タイ日産自動車、タイヤクルト、ブリヂストン・タイヤ・マニュファクチャリング・タイランド　ほか

˙�ւ֎ௐࠪ

ɾϑΟʔϧυϫʔΫ࡯ࢹ場޻๚໰ɾۀا�˙

　֤コースでは、ߨ義・άループڀݚにՃえ、ւ֎ௐࠪ、企業訪問、工場視察、ワーΫショップ、フィールυワーΫ

など多࠼なプϩάラϜを実ࢪしています。通ৗの経営アΧデミーࣨڭから཭れ、参Ճメンόーؒの࿮をӽえたࠃ಺֎

の多様なϏジネス・ύーιンとのަྲྀ、様々な実ફ事ྫに৮れることによりアΧデミーでのֶͼをਂめます。

人事革新コース：ミツトヨ宇都宮工場視察時の様子

Γͷ͋ΔϓϩάϥϜ͕޿
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　経営アΧデミーのプϩάラϜによってಘられた成Ռを自社での業務に活かしていくために、ऴߨ時に自らの次なる達
成課題をઃ定。मྃの൒年後を໨҆に、コースຖに参Ճऀがूまり、ࢦಋࢣߨをަえ、自らの課題΁の取り組みについ
て進௙を報ࠂ、意見ަ׵を行ったり、新しい஌見をशಘしたりします。ֶͼの成Ռの自社でのల開について、さらにޮ
Ռ的な取り組み΁の気づきの場となります。

　άループ୯位でܧ続的に開࠵される0#・0G会だけでな
く、コース全体や年౓をӽえたಉじάループڀݚ୲当ࢣߨ
をғΉ会など、メンόーによる情報ަ׵・事ྫ共有の場と
して事務ہがその開࠵・ӡ営をαポートしてまいります。

イベント等、経・࠲ߨԋ会΁の͝ট待、֤種優待ߨ　
営アΧデミーमྃ後も最新の஌識・情報をٵऩするため
のαポート体制を整えております。
　経営のୈ一線で活༂される0#・0Gやઐ門ྖ域におけ
るୈ一人ऀとして高い能力を発شされている0#・0Gを
টき、मྃメンόー૬ޓにݚᮎをਂめる場を提ڙして
まいります。

　当アΧデミーをमྃされた後、「さらに自ݚݾᮎをੵめる場を持っておきたい」「もう一౓、このߨ義をฉいてみたい」
といった0#・0Gの੠におԠえするために、経営アΧデミーの֤コースよりબͼൈいたࢦ定ߨ義（໿�0ߨ義）から͝希๬
に߹わせてબ୒し、受ߨしていただくプϩάラϜです。
　現ࡏ直面している経営課題、୲当業務における問題意識に沿って、֤コースで開࠵される࠲ߨをԣ断的に自༝にબ୒
し、組み߹わせることで、͝自਎のオリジナルプϩάラϜを࡞成して受ߨすることができます。
　経営にؔする෯޿いྖ域におけるૅج理論や最先୺理論をはじめ、現役経営トップからのリアルなޠりに৮れ、現ࡏ
の自ݾ、自社Ϗジネス・経営のあり方について、もう一౓ਂく考えるきっかけをお持ちいただけます。

˙�0#ɾ0(ձ

˙�मྃޙのϑΥϩʔΞοϓϓϩάϥϜ

ձ׵ԋձɾ৘ใަߨ�˙

˙�ϚελʔɾϓϩάϥϜ

1998 年度「人事労務コース（現・人事革新コース）」
OB・OG会の様子（2018 年 7月、指導講師宅にて）

「合宿の帰りに温泉に寄ったよね。」「20周年記念で、またみんなで旅行しようよ。」

2018 年 9月の講演会には、1998 年度「人事労務コース（現・人事革新コース）」
修了者が登壇（オリエンタルランド　中村浩司氏、コニカミノルタ　米浪誠氏、
中外製薬　後藤仁道氏）

मྃޙ΋ଓ͘ωοτϫʔΫͱֶͼͷ৔
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氏　名 組　織 役員のみの所属 参加年度 コース名
阿久津　賢二 キョーリン製薬ホールディングス株式会社 常務取締役 2000 経営戦略
明田　浩 株式会社ジェーシービー 代表取締役 兼 専務執行役員 2005 トップマネジメント
新井　孝雄 株式会社ヤマト 代表取締役会長 1990 トップマネジメント
新井　英雄 三井住友建設株式会社 代表取締役社長 2008 トップマネジメント
有元　龍一 日本工営株式会社 代表取締役社長 1981 人事労務
粟井　一樹 株式会社ＩＨＩ 常務執行役員 1994 組織革新
飯島　幹夫 竹虎ホールディングス株式会社 代表取締役社長 2012 トップマネジメント
泉　弘毅 株式会社ＡＩＲＤＯ 代表取締役副社長 1991 国際
伊藤　健二 株式会社日本政策金融公庫 代表取締役 副総裁 2009 トップマネジメント
今泉　智幸 株式会社博報堂 取締役専務執行役員 1997 組織革新
今村　俊夫 東急建設株式会社 代表取締役副会長 1984 プロダクション・マネジメント
岩﨑　敏行 野原産業株式会社 取締役会長 1999 経営戦略
植松　孝之 コスモエネルギーホールディングス株式会社 取締役常務執行役員 1994 経営財務
江川　敏郎 株式会社みずほフィナンシャルグループ 常務執行役員 1998 マーケティング
榎本　修次 株式会社乃村工藝社 代表取締役社長 2001 経営戦略
大内　宏之 エヌ・ティ・ティ・コムウェア株式会社 取締役 2001 組織変革リーダー
大草　透 三菱地所株式会社 取締役 1992 経営意思決定
大倉　剛 アサヒグループ食品株式会社 取締役 執行役員 2009 技術経営
大田　勝幸 ＪＸＴＧエネルギー株式会社 代表取締役社長  社長執行役員　 1992 経営財務
大滝　郁子 株式会社メンテックカンザイ 常務取締役 2010 組織マネジメントリーダー
尾上　秀俊 日清オイリオグループ株式会社 代表取締役 専務執行役員 1994 コーポレート・エコノミックス
奥野　恒久 日本電信電話株式会社 常務取締役 1996 国際ビジネス
小田島　匠 株式会社ニコン 取締役 兼 常務執行役員 1985 人事労務
小野澤　康夫 三井不動産株式会社 取締役専務執行役員 1984 意思決定と経営情報
掛谷　一夫 株式会社ＮＴＴデータビジネスブレインズ 代表取締役社長 2003 経営戦略
風間　利彦 株式会社横浜スカイビル 代表取締役社長 1991 国際
片山　浩 三菱地所株式会社 取締役 執行役常務 1986 経営財務
加藤　大輔 藤倉化成株式会社 代表取締役社長 2003 経営戦略
加藤　譲 三菱地所株式会社 取締役 1989 経営財務
金井　広一 エーザイ株式会社 取締役 1995 コーポレート・エコノミックス
金井　洋 第一フロンティア生命保険株式会社 代表取締役会長 1999 トップマネジメント
金木　有一 株式会社オリエンタルランド 取締役 常務執行役員 1994 人事労務
金子　慎 東海旅客鉄道株式会社 代表取締役社長 1993 経営戦略
苅野　雅博 太平洋セメント株式会社 取締役 専務執行役員 1984 経営財務
川島　高博 株式会社りそな銀行 取締役 1996 人事労務
河原﨑　靖 日清オイリオグループ株式会社 取締役 常務執行役員 1991 プロダクション・マネジメント
菊池　伸 株式会社日本政策投資銀行 代表取締役副社長 2006 トップマネジメント
木股　昌俊 株式会社クボタ 代表取締役社長 1985 プロダクション・マネジメント
木山　伸泉 日鉄日立システムエンジニアリング株式会社 代表取締役社長 2010 トップマネジメント
興野　敦郎 三菱地所株式会社 代表執行役 執行役専務 1990 人事労務
清野　秀樹 三井ホーム株式会社 取締役・専務執行役員 1988 経営意思決定
草野　晋 株式会社ＡＩＲＤＯ 代表取締役社長 2005 トップマネジメント
栗本　透 日本石油輸送株式会社 代表取締役会長 1988 トップマネジメント
黒田　敦 ＮＥＣディスプレイソリューションズ株式会社 取締役 執行役員常務 2012 経営戦略
黒田　修 古河電気工業株式会社 取締役 兼 執行役員常務 1993 マーケティング
見目　信樹 株式会社日清製粉グループ本社 代表取締役 取締役社長 1991 経営財務
小池　邦彦 東日本旅客鉄道株式会社 常務執行役員 1991 人事労務
幸坂　眞也 雪印メグミルク株式会社 取締役専務執行役員 1994 経営財務
小塚　公雄 東京センチュリー株式会社 執行役員 2003 経営戦略
小林　新 日清オイリオグループ株式会社 取締役 常務執行役員 1995 マーケティング
近藤　雅之 日本製粉株式会社 代表取締役社長 1990 経営財務
坂本　英一 日本電信電話株式会社 取締役 1994 経営戦略
佐々木　治道 日本たばこ産業株式会社 専務執行役員 1992 経営財務
佐藤　精一 株式会社明治 取締役専務執行役員 1995 マーケティング
佐見　学 アサヒクオリティーアンドイノベーションズ株式会社 代表取締役社長 2010 技術経営
清水　哲司 ＮＴＴインターネット株式会社 代表取締役社長 1990 テクノロジー・マネジメント
杉山　健博 阪急阪神ホールディングス株式会社 代表取締役社長 1987 マネジリアル・エコノミックス
鈴木　史彦 株式会社日本色材工業研究所 取締役 2011 生産革新マネジメント

小野寺 正 氏
KDDI 株式会社　相談役
小野寺 正 氏

ʮ৽時代のϏδωεϦʔμʔを଴๬͢るʯ
1982 年度　「意思決定と経営情報コース」（現 : 経営戦略コース）修了　経営アカデミーマスター

　経営アΧデミーの受ߨは、技術出਎の私にとってࢣߨの先生方のߨ義はॳめてฉく࿩も多く、企業経営のج
本を理解するઈ޷のػ会となった。また、߹॓をؚΉάループڀݚでは先生方や他企業の方々との౼論・ަྲྀ
を通して、企業಺のݚमではಘることの出来ないو重な経験をさせて௖いた。
　現ࡏ、産業界はੈ界的規໛のେきな変革期をܴえている。ಛにIC5革命と人口の減少は、զがࠃの産業構造
そのものに変革を要ٻしていると言える。この変革期にこそ「高いࢤ」と「リーダーシップ」を਎につけた人材が
必ਢだ。ಉ時に、リーダーには企業経営についてのܥ౷だった஌識がෆ可ܽとなる。ೋे一ੈلを୲うօ様が
経営アΧデミーを受ߨされることで、新しい視点でզがࠃの産業界を変革するϏジネスリーダーになられるこ
とをف೦する。

֤քͰ׆༂͢ΔܦӦΞΧσϛʔ・Ϛελʔ
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͢
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経
営
ア
カ
デ
ミ
ー
・
マ
ス
タ
ー

氏　名 組　織 役員のみの所属 参加年度 コース名
鈴木　康公 コスモエネルギーホールディングス株式会社 取締役常務執行役員 1995 人事労務
須藤　浩 信金中央金庫 専務理事 2001 経営戦略
田口　徳久 株式会社博展 代表取締役社長 2009 トップマネジメント
武野　正浩 株式会社富士通エフサス 取締役 2014 トップマネジメント
舘野　稔 株式会社共和電業 代表取締役会長執行役員 2009 トップマネジメント
田中　義一 株式会社共和電業 代表取締役社長執行役員 2011 トップマネジメント
田村　詔 サミット株式会社 取締役専務執行役員 2004 経営戦略
千葉　太 三菱地所株式会社 代表執行役 執行役専務 1989 コンピュータ・マネジメント
塚本　真也 アネスト岩田株式会社 取締役 上席執行役員 2001 マーケティング戦略
柘植　康英 東海旅客鉄道株式会社 代表取締役会長 1980 意思決定と経営情報
土岡　英明 雪印メグミルク株式会社 取締役専務執行役員 1984 マーケティング
寺畑　貴史 株式会社埼玉りそな銀行 取締役 兼 執行役員 2001 経営戦略
徳渕　良孝 日本信号株式会社 取締役副社長 2008 トップマネジメント
冨岡　徹也 穴吹興産株式会社 専務取締役 2006 トップマネジメント
長井　太一 昭和電工株式会社 執行役員 2005 技術経営
長井　幸夫 オエノンホールディングス株式会社 代表取締役会長 1977 マーケティング
仲岡　一紀 京王電鉄株式会社 常務取締役 1995 組織革新
中川　雅夫 株式会社日清製粉グループ本社 副社長執行役員 1986 経営財務
中島　隆男 雪印メグミルク株式会社 常務執行役員 2002 経営戦略
中谷　久嗣 ＮＥＣディスプレイソリューションズ株式会社 代表取締役 執行役員社長 2011 経営戦略
永田　充 ＴＤＫ株式会社 常務執行役員 1999 経営戦略
根岸　孝成 株式会社ヤクルト本社 代表取締役社長 1980 人事労務
納　武士 三井金属鉱業株式会社 代表取締役常務取締役 兼 常務執行役員 2014 トップマネジメント
野口　幹夫 株式会社りそなホールディングス 執行役 2006 変革マネジメント
野口　純一 森永乳業株式会社 代表取締役副社長 1979 マーケティング
早川　和弘 エムケー精工株式会社 取締役 常務執行役員 2010 技術経営
原島　藤壽 カンダホールディングス株式会社 代表取締役社長 2000 経営戦略
原　昌一郎 日本石油輸送株式会社 代表取締役社長 2000 経営戦略
久岡　一史 三井金属鉱業株式会社 取締役 兼 常務執行役員 2012 トップマネジメント
日髙　一隆 日本リック株式会社 代表取締役社長 2004 トップマネジメント
福田　真博 三和ホールディングス株式会社 取締役常務執行役員 1990 人事労務
古瀬　良多 株式会社マルエツ 代表取締役社長 1991 マーケティング
星野　晃司 小田急電鉄株式会社 代表取締役社長 1985 人事労務
細谷　和俊 日置電機株式会社 代表取締役社長 2004 経営戦略
堀切　功章 キッコーマン株式会社 代表取締役社長 CEO 1982 マーケティング
松田　克也 株式会社明治 代表取締役社長 1990 マーケティング
馬城　文雄 日本製紙株式会社 取締役会長 2002 戦略エグゼクティブ
三浦　啓一 太平洋セメント株式会社 取締役 専務執行役員 2008 技術経営
満倉　達彦 全日本空輸株式会社 取締役 常務執行役員 1991 プロダクション・マネジメント
三津島　貴寛 ＮＴＴファイナンス株式会社 常務取締役 1998 経営戦略
見浪　直博 日本たばこ産業株式会社 代表取締役副社長 1993 経営財務
南　佳孝 京王電鉄株式会社 常務取締役 1995 事業開発
三宅　貴久 タキロンシーアイ株式会社 取締役 専務執行役員 2012 トップマネジメント
村井　淳 東急株式会社 取締役 執行役員 1990 マーケティング
森田　謙一 新日本無線株式会社 代表取締役社長 2007 トップマネジメント
矢島　仁 三菱ＵＦＪニコス株式会社 取締役副社長 2010 トップマネジメント
矢島　良司 株式会社第一生命経済研究所 取締役会長 1988 人間能力と組織開発
安井　卓 リックス株式会社 代表取締役社長 2017 トップマネジメント
山木　利満 小田急電鉄株式会社 代表取締役会長 1979 マーケティング
山﨑　孝一 キッコーマン株式会社 代表取締役専務執行役員 CSO 1984 経営財務
山西　哲司 ＴＤＫ株式会社 代表取締役 常務執行役員 2001 経営戦略
山村　明義 東京地下鉄株式会社 代表取締役社長 1997 組織革新
山本　昌明 株式会社アルファ 取締役 常務執行役員 2014 マーケティング戦略
山本　員裕 帝人株式会社 代表取締役副社長執行役員 1995 経営戦略
山本　護 株式会社京王プラザホテル 代表取締役社長 1998 経営戦略
米井　公治 株式会社みずほフィナンシャルグループ 常務執行役員 1998 経営と情報システム
若島　司 コニカミノルタ株式会社 常務執行役 1991 人事労務

組織・役職は 2019 年 10 月現在　氏名 50 音順・敬称略

杉山 博孝 氏
三菱地所株式会社
取締役会長

杉山 博孝 氏

ʮࣾһ͸ਓؒྗを݉ͶඋえͨʮਓࡒʯͱͳΕʯ
1986 年度　「人事労務コース」（現 : 人事革新コース）修了　経営アカデミーマスター

　当社では、社һは企業にとって重要な経営ݯࢿであるとのೝ識のもと、人材を「人財」とද現しています。
当社がٻめる人財像は「人ؒ力」をච಄に「ෆ動産力」「仕事推進力」「経営力」「άϩーόル対Ԡ力」の5つの力
を݉ね備えた人෺です。また、ݸ人ではそれͧれの力を最େ化しつつ、組織では「ݸ性๛かなプϩूஂ」と
して、一体としてύフΥーマンスを高めることを໨ࢦしています。
　そんな人財を育成するための仕ֻけの一つが経営アΧデミー΁の೿ݣです。参Ճऀには、優लな先生方
や他企業の方々との౼論やަྲྀを通じて、企業಺ݚमとはҧうܹࢗを受け、ߋなる成長を਱͛てཉしいと
思います。
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ト
ッ
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マ
ネ
ジ
メ
ン
トŋ

コ
ー
ス

講
師
陣

時　期：2020೥�݄ʙ �2݄
曜　日：ਫ༵೔ɹ̡ ຖिʳ
時　間：���00 ʙ 20��0
合　宿：�ճٴͼւ֎ௐࠪ�ճ
全日数：2�೔ʢ合॓込み・ւ֎আ͘ʣ
講　義：��ίϚɺ�ɹάϧʔϓڀݚɿ20ίϚ
海外調査：੒௕͢ΔΞδΞ஍ҬͷϏδωεڥ؀Λ୳Δ

開
催
日
程

コ
ー
ス
の
ね
ら
い

���ଟࢹ఺ߏ૝ྗ େ؍ہΛ਎ʹ͚ͭɺϒϨͳいϏδϣϯΛߏ૝
͢ΔྗΛཆ͏

ྗݱՁ஋࣮ײڞ��2 ૊৫ͷ಺֎ʹײڞΛੜみग़しɺՁ஋૑଄ʹͭ
ͳ͛ΔਓؒྗΛຏ͘

��ओମతֵ৽ྗ ࣗΒ先಄ʹཱͬͯܧଓతʹֵࣗݾ৽Ͱ͖Δྗ
ΛڧԽ͢Δ

戦略思考に基づいたビジョンを語り、先頭に立って実践できるトップリーダーの養成

トップマネジメント･コース
対象：取締役、執行役員、事業部長、部長

Top

˙�ίʔσΟωʔλʔ・άϧʔϓࢦಋࢣߨ

■ ίʔεҕһ௕

ถࢁɹໜඒ
学習院大学 教授

҆౻ɹߐ࢙
南山大学 教授

ᕆӋɹໜ
早稲田大学ビジネススクール 教授

಺໺ɹਸ
学習院大学 名誉教授

Ճޢ໺஧உ
神戸大学 特命教授

দຊɹਖ਼ٛ
住友電気工業
取締役会長

ᕆӋɹɹໜ 早稲田大学ビジネススクール 教授

৽ɹɹক໋ 国際ビジネスブレイン代表
（元Ｊ＆Ｊ社長）

҆౻ɹߐ࢙ 南山大学 教授

಺໺ɹɹਸ 学習院大学 名誉教授

Յӻɹɹ࿕ 元横浜マリノス 社長

Ճޢ໺஧உ 神戸大学 特命教授

໦઒ɹɹᚸ ヤマトホールディングス 特別顧問

૔ॏɹӳथ シグマクシス 会長

߂ɹਖ਼ࠜࡔ 小松製作所 相談役

ञרɹɹٱ キヤノン電子 社長

༤޾ຊɹࡔ 元エルビーダメモリ 社長

Ꮠ౔ɹจ෉ JFEホールディングス 特別顧問

੢ࢁɹɹໜ 早稲田大学大学院 教授

෌ࢁɹ࿨඙ 経営共創基盤 代表取締役CEO

দຊɹਖ਼ٛ 住友電気工業 取締役会長

ɹӳ෉ాࢁ 早稲田大学ビジネススクール 教授

ଜɹ໌ٛࢁ 東京地下鉄 社長

ถࢁɹໜඒ 学習院大学 教授

（過去 2 年実績）

グ
ル
ー
プ
研
究
（
２
０
１
８
年
度
）

■ 経営の基礎知識のポテンシャルを上げること、経営者とし
て求められる視野の広さ、主体的な革新力の向上を目標とし
たが、講義、経営者講話を通じて、新たな気づきを多く習得
でき、成長できたと実感している。　　　　（建設・執行役員）

■ 最大の収穫は、他業種・他業務の第一線で業務遂行している
方達の考え方や各社の社風に触れられた事である。加えてビジ
ネス研究の豪華な講師陣による指導を受けて、組織マネジメン
トに対する理解が深まったこと、経営トップの講義に触れるこ
とができ、今後の自分の生活に大きな指針となった。　　　

（電機・取締役）

■ 講義で学んだことは、いわば経営のセオリーであると思う。
このセオリーを学んだことにより、自分なりに、あるいは自社
にあった応用をすることによって経営手法の手数が増えたと思
う。経営者講話は、実際に経営していた方の話であり、特に有
事の際の経営手法は、大いに参考になった。（水産・執行役員）

■ 講義を通じて、経営者たるものの本質を実感できたと思う。
また、会社での実践に有用な知識や手法を得ることができた。
それに加え、グループメンバーとの交流を通じ、自社の常識は
他社の非常識を実感でき、視野が広がった。

（情報システム・事業部長）

参
加
メ
ン
バ
ー
の
声
（
２
０
１
８
年
度
）

"άϧʔϓ�ʮۀࣄల։੒ޭͷํఔࣜʙʰӡ ΛɦՊֶ͢Δʙʯ
事業展開に成功した企業を調査し、偶然に思いがけない幸運を発見
する能力「セレンディピティ」と経営戦略の関係性、相互作用を探り、
セレンディピティを起こす備え・構えや仕組みを解明。

#άϧʔϓ�ʮͳͥɺいͭͰ΋ɺͲ͜ Ͱ΋ɺਓ͕଍Γͳいͷ ʁ͔ʯ
人材不足「感」を完全に解消することはできないが、ほどほどの人材
不足「感」は健全な姿である。その不足「感」を放置せず、最小化して
いくことが我々の目指すべき姿と結論づけた。

$άϧʔϓ�ʮ೔ຊۀاͷάϩʔόϧԽʹ͚ͨ޲ຊࣾͱւ֎ڌ఺ͷ͋
Δ΂͖࢟ʯɹグローバルを意識しない本社運用の高度化を目指し、日
本市場中心に物事を考えるのではなく、初めからグローバル市場での
ビジネスを大前提とし、戦略／戦術を練っていくことが重要と提言。

■ 20��೥౓〔平均年齢52.0歳〕

参
加
者
デ
ー
タ

＜役職別＞

事業部長・部長
25％

取締役
19％

執行役員
56％

＜業種別＞

その他
9%化学

9%
運輸・通信・
不動産29%

情報システム
17%
水産・食品
18%

電機・機械
18%
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೔ຊΛ୅ද͢ΔܦӦऀʹΑΔܦӦͷਅ਷ͷ఻तɺٛߨ΍έʔεελσΟΛ௨ͨ͡ઓུϑϨʔϜϫʔΫͷཧղɺ
ҟۀछװ෦ͱͷపఈしͨٞ࿦ʹΑΓɺτοϓϦʔμʔʹٻΊΒΕΔϚωδϝϯτྗΛຏ͘

Top

݄ ςʔϚ ԋश・ٛߨ άϧʔϓڀݚ ՝୊ݾࣗ

�݄ େہతͳࢹ఺͔Β
ຊ࣭Λଊ Δ͑

˙ੈք؍ɺྺ؍࢙ɺจ໌؍Λ਎ʹ͚ͭΔ 自己の振り返りと

研修目標の設定˙ઓུͷࣦഊʹֶͼɺτοϓ൑அͷॏཁੑΛߟ Δ͑

�݄ ͱݧܦӦऀͷܦ
࣮ફ஌ʹֶͿ

Ӧͷຊ࣭ͱ͸Կ͔ܦ˙
ɹɹɹ～企業変革におけるトップの役割

άϧʔϓڀ̡ݚ ��� �r����
ςʔϚ୳ࡧ

各講義の気づきと
学びを整理

˙ϦʔμʔγοϓͷΤοηϯεͱ͸Կ͔
　　　～勝ち残る企業づくり

�݄

૊৫ΛͲ͏ い͏ ʹ޲ํ
ม Δ͑ͷ͔

˙૊৫มֵΛͲ͏ ࣮ફ͢Δ͔
　　　～ありたい姿、あるべき姿から構想する άϧʔϓڀ̡ݚ ���ʳ

ੈք͔Β೔ຊΛݟΔ

�0݄ Ε͔͜ΒͷܦӦΛߟ Δ͑

ߟ٬Ձ஋ͱϏδωεϞσϧΛސ˙ Δ͑
　　　～違いをどう創り出していくのか άϧʔϓڀ̡ݚ �0��2 ɹr

தؒൃද

άϧʔϓڀ̡ݚ �����ʳ

中間振り返り

˙ϏδωεΠϊϕʔγϣϯ
　　　～儲ける仕組みを考える

��݄ Ϧʔμʔͷܾஅͱ
࣮ફΛֶͿ

͸ʹ͔͢׆ʹӦܦཧ೦Λۀا˙
　　　～理念による組織運営とモティベーション

άϧʔϓڀ̡ݚ ��ʳ

�2݄ ࣮ફ΁ͷԠ༻Λܾҙ Δ͢ ʲάϧʔϓڀݚ੒Ռൃදʳ
ใࠂॻʢ࿦จʣ࡞੒
ʲ���20ʳ

研修成果の振り返りと
実践目標の設定

202�
೥Ն ϑΥϩʔΞοϓ ׵ͷऔΓ૊みʹؔ͢Δ৘ใަޙमݚ˙

ɿ20ίϚڀݚϑΥϩʔΞοϓɹάϧʔϓ�ٛߨɿ��ίϚ�બ୒ٛߨ
※講義とグループ研究の各コマ数は2019年度実績をもとに表示。プログラムとスケジュールは変更される場合があります。

ୈ�ճ合॓
˙ϏδωεϞσϧͱϩδοΫΛݕ౼͢Δɹɹɹɹɹɹ
˙ઓུߏஙͷϑϨʔϜϫʔΫΛशಘ͢Δ

άϧʔϓฤ੒
άϧʔϓڀ̡ݚ ��2ʳ

ୈ2ճ合॓
෼ੳɹɹɹɹɹɹۀا఺ͷࢹӦܦ˙
˙ΠϊϕʔγϣϯͱՁ஋૑଄ͷਐΊํ

άϧʔϓڀ̡ݚ ���ʳ
ςʔϚൃද

ୈ�ճ合॓
ɹɹɹɹɹɹޛ問わΕΔϦʔμʔͷ֮ʹػة˙
˙τοϓϦʔμʔʹٻΊΒΕΔ ͱ͜

άϧʔϓڀ̡ݚ �����ʳ
ूத౼ٞ

ւ֎	ΞδΞ࡯ࢹ

˙ੈք・ΞδΞͷࢹ఺͔ΒࣗࣾͷۀࣄΛͲ͏ Ґஔ෇͚Δ͔
˙ΞδΞͷ੒௕ϚʔέοτΛͲ͏ औΓ込Ή͔
˙ੜڌ࢈఺・αϓϥΠνΣʔϯΛͲ͏ ங͢Δ͔ߏ

ベトナム カンボジア

ビジョンを語り、実践できる
トップリーダー

思考の深化、内省

構想力の強化 追体験

本質を捉える
異業種幹部との徹底した議論を通じ、様々
な事象や通説の背後にある本質を考える

論理性を高める
経営理論、戦略フレームワーク
を理解する

実践知に学ぶ
経営者の経験からその真髄を学ぶ

ϑΟʔυόοΫγʔτ
ఏग़ᶃ

ϑΟʔυόοΫγʔτ
ఏग़ᶄ

ϑΟʔυόοΫγʔτ
ఏग़ᶅ
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経
営
戦
略
コ
ー
ス

自社ビジネスのあり方を見直し、次の戦略を深く多面的に考えるリーダーの養成

経営戦略コース
対象：部長・課長（全職種）

S
時　期：2020೥�݄ʙ 202�೥�݄
曜　日：Ր༵೔ɹ̡ ݄�ʙ �ճʳ
時　間：���20 ʙ 20��0
合　宿：2ճ
全日数：��೔ʢ合॓込みʣ
講　義ɿ��ίϚɺάϧʔϓڀݚɿ2�ίϚ

開�

催�

日�

程

コ
ー
ス
の
ね
ら
い

ঢ়෼ੳ・ೝࣝྗݱ��� ࣗࣾϏδωε͕ஔ͔ΕͯいΔڝ૪ڥ؀Λద੾ʹɹ
ೝࣝͰ͖ΔྗΛ਎ʹ͚ͭΔ

2��՝୊நग़・ܗ੒ྗ ࣗࣾ΍୲౰ۀࣄʹお͚Δઓུࡦఆͱ্࣮ߦͷɹɹ
՝୊Λ໌֬ʹݟग़͢ྗΛ਎ʹ͚ͭΔ

���ઓུߏங・࣮ફྗ རӹΛੜみग़ͨ͢Ίͷઓུͷ͋ΓํΛ͑ߟɺ
ΊΔߴಛੑΛ౿·͑ͨઓུ࣮ફ・ల։ೳྗΛۀࣄ

■ ίʔεҕһ௕

দ㟒ɹਖ਼೥
コニカミノルタ
取締役会議長

˙�ίʔσΟωʔλʔ

ɹਗ਼ଇݪࡗ
中央大学大学院 教授
経営アカデミー 学長

த઒ɹޭҰ
大阪大学大学院 准教授

দຊɹཅҰ
神戸大学 准教授

େୌɹਫ਼Ұ
大学院大学 至善館 副学長

େ໦ɹਗ਼߂
東京大学大学院 講師

ɹ஌ಙࣂݘ
中央大学大学院 准教授

໢૔ɹٱӬ
上智大学 教授

˙�άϧʔϓࢦಋࢣߨ

講�

師�

陣

グ
ル
ー
プ
研
究

参
加
メ
ン
バ
ー
の
声

■ 20��೥౓ςʔϚ
"άϧʔϓɹʮܦӦઓུʹお͚ΔΞʔτͱαΠΤϯεͷ૬

ʯ༺࡞ޓ
経営戦略の策定と実行におけるアートとサイエンスとの
関係を明らかにする。

#άϧʔϓɹʮ࠶੒௕Λಋ τ͘οϓϚωδϝϯτͷࡏΓํʯ
成熟した企業の再成長とトップマネジメントチームの関
係を鮮明にする。

$άϧʔϓɹʮ"*Λ׆༻͢ΔͨΊͷϚωδϝϯτͷ࡯ߟʯ
企業経営におけるAI導入の促進要因・疎外要因を考察し、
有効な利活用を考える。

%άϧʔϓɹʮڝ૪ͱڞ૑ͷϚωδϝϯτʙ܎ؔؒۀا
ʹお͚ΔΠϊϕʔγϣϯͷݯઘʙʯ

外部リソース活用によるイノベーション創出に向けた企
業間関係マネジメントを考察する。

■ 講義で教えて頂いた各種理論は、自分の現在の業務で活かせるもの
であり、企業のケーススタディも自社の事業運営を考える上で非常に
参考になった。また、経営者の講話は、企業人として今後の大きな糧
を得たと感じた。

■ 異なる業種への企業訪問、インタビュー等を通じて、それぞれの企
業の戦略に特長があり大変参考になった。研究結果を受けて、自社
に照らし合わせたことで、自社の課題を改めて認識することができた。

■ 20��೥౓〔平均年齢45.0歳〕

参
加
者
デ
ー
タ

＜役職別＞ ＜職種別＞

執行役員・
事業部長
7％

部長・次長
48％

課長・
担当課長
24％

グループ
リーダー・
主幹21％

経営企画・
システム
企画34％

営業・営業
企画29%

管理・財務・
総務・人事
19％

生産・技術・
研究開発18％

（過去 2 年実績）

੨ౡɹ໼Ұ 一橋大学イノベーション
研究センター 教授

໢૔ɹٱӬ 上智大学 教授

Ҫ্ɹୡ඙ 早稲田大学 教授

େୌɹਫ਼Ұ 大学院大学
至善館 副学長

খ໺ࣉɹਖ਼ KDDI 相談役

Յӻɹɹ࿕ 元 日産自動車
執行役員

໦ଜɹঘܟ 経営共創基盤
パートナー

ɹਗ਼ଇݪࡗ 中央大学大学院 教授

ޗܓʑ໦ࠤ 東京理科大学大学院
教授

෌ࢁɹ࿨඙ 経営共創基盤 ＣＥＯ

த઒ɹޭҰ 大阪大学大学院
准教授

௕੉ɹউ඙ 首都大学東京 教授

੢໺ɹ࿨ඒ 一橋大学大学院
准教授

෱ౡɹɹ࿏ 東北大学大学院 教授
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S

経
営
戦
略
コ
ー
ス

੒ΛܗΛ౿·͑ͨઓུڥ૪؀ڝಛੑͱۀࣄӦઓུͷཧ࿦शಘʹͱͲ·Βͣɺܦ
࣮຿ՈʢۀاτοϓʣͱࢀՃϝϯόʔͱͱ΋ʹ͑ߟɺ࣮ફೳྗΛߴΊΔ

݄ ςʔϚ ԋश・ٛߨ άϧʔϓڀݚ ՝୊ݾࣗ

�݄

Ӧઓུͷશମ૾ܦ
ߟӦઓུΛܦ˙ Δ্͑Ͱͷશମߏ଄Λଊ͑ɺܦۀاӦʹ
Ӧઓུ͕ඞཁͳҙຯΛཧղ͢Δܦ
－経営戦略論の全体像

自己課題整理、コース
修了後の目標設定

・ཧ࿦ૅجӦઓུͷܦ
෼ੳख๏

各講義の気づきと　 
学びを整理

�݄

੒͢Δओཁཧ࿦ɺϑϨʔϜϫʔΫΛ࣮ફߏӦઓུ࿦Λܦ˙
తͳέʔεڀݚΛ·͡ ͑ͯཧղ͢Δ
－競争戦略論（業界の構造分析／差別化／コストリーダーシッ
プ／顧客価値／競争ポジション／製品ライフサイクル）

ービジネスモデル
ー全社戦略論（事業の定義／多角化／ＰＰＭ）
ー資源戦略論（保有資源と組織能力構築、イノベーション、
組織的知識創造プロセス）

ーケース研究

問題意識の共有
研究計画・方針の確認

�݄

೔ຊۀاͷܦӦઓུͷ
՝୊ͱޙࠓͷํੑ޲

˙೔ຊۀاʹお͚Δઓུͷࡦఆ・ల։ʹͭいͯͷݱঢ়ɺ
ಛ࣭ɺ՝୊Λ໌Β͔ʹしɺޙࠓͷ͋ΓํΛݕ౼͢Δ
ーイノベーションと付加価値獲得の戦略
ー製品の境界を超える／産業構造の転換への対応
ー事業経済性を正しく理解する＜リアル経営分析＞
ー経営幹部に求められる意思決定のプロセス

文献調査、メンバー・
グループ指導講師との
徹底した議論

各講義の気づきと　 
学びを整理

中間振り返り
�݄

�0݄

��݄

ӦͷμΠφϛζϜܦ
˙೔ຊۀاͷτοϓ͔ΒϦΞϧͳ࣮ફ࿦ʹ৮ΕΔ
ー経営実践事例
ー事業再生の現場から見た経営戦略

インタビュー・調査、
仮説研究

各講義の気づきと       
学びを整理

�2݄

202�
೥
�݄

άϧʔϓڀݚςʔϚͷ
۷ΓԼ͛

˙૯ׅٛߨ

2݄
�݄

˙ใࠂॻʢ࿦จʣ࡞੒ɺൃද४උ
ʲάϧʔϓڀݚ੒Ռൃදʳ

理論構築と施策への
落とし込み

研修成果の振り返り

ϑΥϩʔΞοϓ ׵ͷऔΓ૊みʹؔ͢Δ৘ใަޙमݚ˙

ɿ2�ίϚڀݚϑΥϩʔΞοϓɹάϧʔϓ�ٛߨɿ��ίϚʴબ୒ٛߨ

経営戦略論の主要理論
フレームワークの理解

経営環境の変化・不確実性の高まり、イノベーションの必要性
ITによる経営革新・社会変革の進展

ケース研究や
実践事例による考察

本質をとらえる
概念化能力の鍛錬

経営戦略理論の習得 戦略形成力の体得 実践能力の向上

ઓུΛਂ͘ଟ໘తʹ͑ߟ
࣮ફͰ͖ΔϦʔμʔ

※講義とグループ研究の各コマ数は2019年度実績をもとに表示。プログラムとスケジュールは変更される場合があります。

ୈ�ճ合 ʢ॓�ധ2೔ʣ
˙Ծઆͷઃఆͱূݕ
ɹʢάϧʔϓڀݚͷਐΊํʣ
˙έʔεڀݚ

άϧʔϓڀݚ
ʲάϧʔϓฤ੒ʳ
ʲڀݚςʔϚͷબఆʳ

ूத׆ಈʢ�೔ʣ ௐࠪͷ෼ੳͱ·ͱΊ

ୈ2ճ合 ʢ॓2ധ�೔ʣάϧʔϓڀݚதؒൃද
άϧʔϓڀݚ

ʲதؒൃදʳ

ϑΟʔυόοΫγʔτ
ఏग़ᶃ

ϑΟʔυόοΫγʔτ
ఏग़ᶄ

ϑΟʔυόοΫγʔτ
ఏग़ᶅ

೔ຊۀاͷܦӦઓུͷ
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技
術
経
営
コ
ー
ス

グ
ル
ー
プ
研
究

参
加
者
デ
ー
タ

઒্ɹஐࢠ 早稲田大学
大学院 教授

খ࣍ݰࡕ࿠ 上智大学 准教授

খྛتҰ࿠ 慶應義塾大学
大学院 教授

ਗ਼໺ɹ༟࢘ マップス 
代表取締役

ཱຊɹതจ 筑波大学大学院
教授

௩ຊɹ࣍ݐ 元 昭和電工
ＣＴＯ

தଜɹળః
富士フイルム
イノベーション
アーキテクト

"άϧʔϓɹ؇΍͔ʹॖখ͢Δࢢ৔ʹお͚Δ3�%ઓུɹ～食品産業の事例から～
緩やかに国内市場が縮小する産業として食品産業に焦点を当て、定量分析とそれを補完するための定性分
析を行い、どのようなR&D戦略が成長に繋がるのかを明らかにした。

#άϧʔϓɹΦʔϓϯԽ࣌୅ʹお͚Δٕࣗࣾज़ͷμΠφϛζϜɹ
  ～新事業創出企業から学ぶマーケットオープン戦略～

日本の強みである「自社技術力」を生かしたイノベーションの成功例において、新事業創出の過程に着
目した新技術獲得における自社技術の役割およびそのメカニズムを明らかにした。

$άϧʔϓɹࢢ৔੒ख़౓ͱϚʔέοτϦʔμʔʹͭいͯͷ࡯ߟ
  ～新興国における市場対応と技術適合のあり方～

新興国市場においてマーケットリーダーになるため、顧客志向、競合志向などのマーケティング的要因、
新興国に相応しい技術を選択し適合させる技術的要因と、市場成熟度や権限移譲との関係に対する仮
説を導出して指針を提言した。

%άϧʔϓɹՁ஋֫ಘʹ͚ͨ޲ετʔϦʔͷҙٛͷڀݚ
新しい価値を創造・獲得している企業では、ストーリーがブランド化／意味的価値や組織能力（コア・コン
ピタンス）の強化に影響しており、ストーリーに沿ったビジネスモデルが構築されていることがわかった。

■ ίʔεҕһ௕

అɹ࿨඙
三菱電機 特任技術顧問

（元常務執行役開発本部長）

˙�ίʔσΟωʔλʔ

˙�άϧʔϓࢦಋࢣߨ

҆ຊɹխయ
横浜国立大学大学院 教授

ɹਗ਼ଇݪࡗ
中央大学大学院 教授
経営アカデミー学長

ਅುɹ੣࢘
横浜国立大学大学院 教授

ຊɹٛ໵ࣉ
ハリウッド大学院大学 教授

༨ాɹ୓࿠
慶應義塾大学大学院 教授

খּݪɹರ
滋賀医科大学

特任教授

ԆԬɹ݈ଠ࿠
大阪大学大学院 教授

■ 20��೥౓〔平均年齢46歳〕

講�

師�

陣

˙�20��೥౓ςʔϚͱ֓ཁ

時　期：2020೥�݄ʙ 202�೥�݄
曜　日：ਫ༵೔ɹ̡ ݄2ճʳ
時　間：�0�00 ʙ ���00
合　宿：�ճɹʢ�݄ɺ�0݄ɺ2݄ʣ
講　義：20ίϚɺάϧʔϓ�0ڀݚίϚ

開�

催�

日�

程

コ
ー
ス
の
ね
ら
い

���ະདྷ޲ࢤ �ʙ �0೥先ͷ٬ސՁ஋Λ͑ߟΔ

2��Φʔϓϯ޲ࢤ ٕࣗࣾज़ɺࣗࣾܦӦݯࢿʹनわΕͳいൃ૝

޲ࢤۀࣄ�� ऩӹ࠷େԽͷํ్Λ௥͢ٻΔ

“技術”から社会的価値を創出できるリーダーの養成

技術経営コース
対象：技術戦略、技術企画、研究所、製品開発担当（部長・課長・リーダー）

TiM

役員・
理事
5% 部長・

室長
30%

課長・
マネジャー
20%

リーダー他
45%

＜役職別＞

40歳未満
5％

40～44歳
30％

45～49歳
40％

50歳以上
25％

＜年齢別＞

（2019 年度実績）

௕ฏɹজ෉ 立命館大学
大学院 教授

੢ࢁɹɹໜ 早稲田大学
大学院 教授

౦ɹɹ৴࿨ アイディアポイント
取締役CＩO

ถࢁɹໜඒ 学習院大学
教授

౉෦ɹढ़໵
東京大学
未来ビジョン
研究センター 教授
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TiM
༏Εٕͨज़ྗ͕ඞͣし΋ऩӹʹ݁ͼ෇͔ͳい࣮ݱΛݟਾ͑ɺ෇ՃՁ஋ͷ૑ग़Λ͑ߟΔ

త੒ޭۀͷٕज़�ʺ�঎ߴ࠷�˗ͷ঎඼ɹߴ࠷�ʺ�ͷٕज़ߴ࠷�˗ͷٕज़�ʺ�άϩʔόϧඪ४ɹߴ࠷�˗ͷίϯηϓτɹߴ࠷�ʺ�ͷٕज़ߴ࠷�˗
˔ٕज़ܦӦͱ͸ɺٕज़Λۀࣄత੒ޭͷ࠷େԽʹ݁ͼ͚ͭΔ׆ಈ

Ӧͱٕज़ܦ

݄ ςʔϚ ԋश・ٛߨ άϧʔϓڀݚ ՝୊ݾࣗ

�݄
ʙ
�݄

ᶗٕज़ܦӦઓུͷߏங

ᶃٕज़ܦӦͱڀݚ։ൃϚωδϝϯτʢ࣮຿Ոߨԋʣ
ᶄܦӦઓུͱϏδωεϞσϧ
ᶅٕज़ܦӦ֓࿦
ᶆத௕ٕظज़ಈ޲
ᶇத௕3ظ�%ઓུ

ᶈٕज़ઓུͱγφϦΦ・ϓϥϯχϯάʢԋशʣ
ᶉ৽੡඼։ൃͱϩʔυϚοϐϯάʢԋशʣ
ᶊۀࣄઓུͱ஌ࡒઓུ

άϧʔϓڀ̡ݚ 2��ʳ
問題意識の共有と
研究テーマの探索

現状把握と個人目標設定

各講義の気づきと学びの整理

実務展開の検討

�݄
ʙ
�0݄

ᶘΠϊϕʔγϣϯͱۀࣄ૑଄

ᶃۀࣄ૑଄ͱڝ૪༏Ґͷߏங
ᶄίΞٕज़ઓུͱҙຯతՁ஋ͷϚωδϝϯτ
ᶅٕज़ͷۀࣄԽͱڝ૪ྗڧԽʢέʔε౼ٞʣ
ᶆ৽ۀࣄ૑଄ͱ3�%Ϛωδϝϯτʢ࣮຿Ոߨԋʣ
ᶇΠϯμετϦΞϧΠϯλʔωοτʢέʔε౼ٞʣ
ᶈΠϊϕʔγϣϯͱۀࣄల։ʢέʔε౼ٞʣ
ᶉΠϊϕʔγϣϯͷى し͜ ʢํ࣮຿Ոߨԋʣ
ᶊϏδωεΤίγεςϜͱΠϊϕʔγϣϯʢέʔε౼ٞʣ

άϧʔϓڀ̡ݚ ���ʳ
先行研究の確認と書籍・
論文の輪読、議論のベー
ス作り

�0݄
ʙ
��݄

ᶙٕज़ϚʔέςΟϯά
ᶃ޲ࢤ٬ސͱϚʔέςΟϯάൃ૝
ᶄϚʔέςΟϯάͱ৽ࢢ৔૑଄ʢέʔε౼ٞʣ

άϧʔϓڀ̡ݚ �����ʳ
仮説検証及び調査活動1

中間振り返り

��݄
ʙ
�2݄

ᶚڀݚ։ൃϚωδϝϯτ
ᶃڀݚ։ൃϚωδϝϯτ֓࿦
ᶄࡒۀا຿ͱ౤ࢿҙܾࢥఆ

άϧʔϓڀ̡ݚ �����ʳ
仮説検証及び調査活動2

各講義の気づきと学びの整理

実務展開の検討

2021
年
�݄
ʙ
�݄

ʲάϧʔϓ࠷ڀݚऴൃදձʳ

άϧʔϓڀ̡ݚ ���2�ʳ
仮説検証及び調査活動3

άϧʔϓڀ̡ݚ 2���0ʳ
技術経営コンセプトの
論文と発表資料作成

個人目標の振り返り

研修のまとめと自社・自組織
への応用に向けた課題設定

ϑΥϩʔΞοϓݚम

ɿ�0ίϚڀݚϑΥϩʔΞοϓɹάϧʔϓ�ٛߨɿ20ίϚ�બ୒ٛߨ

Πϊϕʔγϣϯ・Ϛωδϝϯτ

Πϊϕʔγϣϯ֓࿦・࠷先୺ٕज़
イノベーションの技法、デジタルファブリケーション、
AI、IoT、インダストリアルインターネット等

5~10 年後、技術力を
事業成果として結実させる為に

“技術 ”から社会的価値を創出できるリーダーの養成“技術 ”から社会的価値を創出できるリーダーの養成

PROG R AM
研修ゴール

研修目的

։ൃϚωδϝϯτڀݚ
研究テーマ選定、R&D人材育成、

知財マネジメント等

૑଄・ϚʔέςΟϯάۀࣄ
コア技術戦略、技術マーケティング、

ビジネスエコシステム等

൫ೳྗج Ձ஋૑଄ϓϩηε

ٕज़ܦӦ֓࿦
経営戦略概論、技術動向、
技術ポートフォリオ等

த௕̧ظˍ̙ઓུ
シナリオ・プランニング、
ロードマッピング等

ɺ͖ͮؾमͰಘֶͨͼ΍ݚͷ৔Λઃ͚ɺ׵ަݟ΍ҙٛߨ
ωοτϫʔΫΛ࣮຿ʹ͔ͨ͢׆ΊͷϑΥϩʔΞοϓΛし·͢

※講義とグループ研究の各コマ数は2019年度実績をもとに表示。プログラムとスケジュールは変更される場合があります。

ୈ2ճ合 ʢ॓2ധ�೔ʣ άϧʔϓڀ̡ݚ �0��2 ɹr̡ தؒൃදձʳ

ୈ�ճ合 ʢ॓�ധ2೔ʣ άϧʔϓڀ̡ݚ 2��2�ʳ

ୈ�ճ合 ʢ॓2ധ�೔ʣ άϧʔϓڀ̡ݚ � ɹr プレゼンテーションと
グループ編成

ϑΟʔυόοΫγʔτ
ఏग़ᶃ

ϑΟʔυόοΫγʔτ
ఏग़ᶄ

ϑΟʔυόοΫγʔτ
ఏग़ᶅ

仮説検証及び調査活動
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人・組織・戦略の視点で変革を推進できる次世代リーダーの養成

組織変革とリーダーシップコース
対象：部・課・プロジェクトチーム等の組織運営を行うリーダー

L
時　期：2020೥�݄ʙ 202�೥2݄
曜　日：ਫ༵೔ɹ̡ ݄2ʙ �ճʳ
時　間：���20 ʙ 20��0
合　宿：合॓�ճ
全日数：�2೔ʢࠃ಺合ؚ॓Ήʣ
講　義ɿ��ίϚɺάϧʔϓڀݚɿ2�ίϚ

૝ྗߏ���
ܦͷଟ༷Խɺσδλϧֵ໋ͳͲɺ؍٬ͷՁ஋ސ
Ӧڥ؀ͷมԽΛۃݟΊɺى٬ސ఺Ͱ૊৫มֵΛ
૝͢ΔྗΛཆ͏ߏ

2��Ϛωδϝϯτྗ ࣗൃੑ΍Ϟνϕʔγϣϯͷߴい૊৫Λ࣮͢ݱΔ
ϚωδϝϯτྗΛ਎ʹ͚ͭΔ

��࣮ફྗ ࣗΒ͕ओମతʹࣾ಺֎ʹಇ͖͔͚ɺมֵΛ࣮ݱ
しͯい͘ϦʔμʔγοϓΛຏ͘

開
催
日
程

コ
ー
ス
の
ね
ら
い

■ ίʔεҕһ௕ ■ ίʔσΟωʔλʔ

■ άϧʔϓࢦಋࢣߨ

ઙҪɹߒҰ
日本マネジメントケアリスト協会

理事長

ޗܓʑ໦ɹࠤ
東京理科大学大学院 教授

஛಺ɹྙ࿨
学習院大学 教授

ඌɹढ़ฌؠ
明治学院大学 専任講師

एྛɹོٱ
高崎経済大学 准教授

಺໺ɹਸ
学習院大学 名誉教授

ଜɹ໌ٛࢁ
東京地下鉄 代表取締役社長

様々な企業の最前線のリーダーによる「リア
ルな問題意識」を起点に、長期的に通用する
組織変革のオリジナルコンセプトと、短期的
な処方箋を構想します。

ʻ20��೥౓ςʔϚྫʼ
「地位なきリーダーシップの促進要因」
「『さらけ出し』と『ほめる』」
「『上がり感』払拭のための期待伝達コミュニ
ケーション」
「組織の壁とのつきあい方」

■ ʮ0ˠ�ਓࡐʯΛ໨ࢦしͯ

次長・部長
22％

課長・
マネジャー
35％

主任・
課長代理
35％

その他
8％

＜役職別＞ ＜職種別＞ ＜業種別＞

営業・
マーケティング
39％

生産・
研究開発・IT
22％

総務人事
17％

経営企画
13％

その他
9％

金融
30％

医療・医薬
26％

食品
17％

建設9％
エネルギー 5％

情報・通信
13％

講
師
陣

グ
ル
ー
プ
研
究

参
加
者
の
声

参
加
者
デ
ー
タ

人口減少、インフラの老朽化など、
私たちは様々な社会課題に直面し
ており、社会課題の解決を中期経
営計画に反映させる企業も増えて
きています。当コースでは実際に
現場に伺い、社会課題の解決を見
据え、地域事業の変革提言を行い
ました。

ੴ઒ɹو߃ 法政大学大学院 教授

Ҵࢁɹ݈࢘ 明治学院大学 教授

૔ॏɹӳथ シグマクシス 会長

ञרɹɹٱ キヤノン電子 社長

߂ɹਖ਼ࠜࡔ 小松製作所 相談役

஛಺ɹن඙ 早稲田大学大学院 教授

দຊɹਖ਼ٛ 住友電気工業 取締役会長

෌ࢁɹ࿨඙ 経営共創基盤  代表取締役CEO

ܟٱ઒ɹݹ 九州大学 名誉教授

ԣాɹֆཧ 慶應義塾大学 教授

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

（過去 2 年実績）

■ 20��೥౓〔平均年齢41歳〕

変革の戦略提言（フィールドワークにて）

■ 自部門の中で自分ができることを考える
のではなく、全体的な視点で自らの仕事を捉
え直すことで、自分の役割を再定義できた。
一人ひとりの「役割の再定義」こそが、変革に
必要であり、自組織でもそのことを意識して
マネジメントするようになった。
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݄ ςʔϚ ԋश・ٛߨ άϧʔϓڀݚ ՝୊ݾࣗ

�݄ ͜Ε͔ΒͷܦۀاӦ
˙૊৫ͷมֵ՝୊
ཆͱΞʔτڭӦͱܦ˙

自己課題整理、コース
修了後の目標設定

�݄ มֵͷઓུ

มֵۀࣄ˙
˙มֵظͷϦʔμʔγοϓ

�݄ ૊৫ม ʢֵϚΫϩࢹ఺ʣ
˙Ϗδϣϯͱ૊৫։ൃ
˙૊৫తίϛϡχέʔγϣϯ

ʲ問୊ҙࣝͷڞ༗ʳ

άϧʔϓڀ̡ݚ ���ʳ
テーマ選定・決定　

各講義の気づきと　　
学びを整理

�݄ ૊৫ม ʢֵϛΫϩࢹ఺ʣ
˙Ϟνϕʔγϣϯͷཧ࿦తཪ෇͚
˙ਓͷຊ࣭ʹࠜࠩしͨϚωδϝϯτ

�݄ ૊৫ͷҰମԽ ˙૊৫ؒͷนɺݸਓؒͷߔ

άϧʔϓڀ̡ݚ ���ʳ
文献調査、メンバー・
グループ指導講師との徹
底した議論

各講義の気づきと
学びを整理

�0݄ શࣾత໨ඪͷୡ੒

˙෦෼࠷దΛશମ࠷దʹͭͳ͛Δ࢓૊み
˙؅ཧձܭΛ࣠ʹしͨϚωδϝϯτ
˙,1*ɺ0,3ͷํ͑ߟ

ʲதؒൃදʳ 中間振り返り

��݄ ৽ͨͳ૊৫૾
�ςΟʔϧ૊৫ߟ࠶˙
˙σδλϧֵ໋ͱมֵ

�2݄ ͱมֵྗ׆ਓͷݸ
˙ύϥϨϧΩϟϦΞ
˙ӽֶڥशͱ͸

άϧʔϓڀ̡ݚ �����ʳ
インタビュー・アンケー
ト調査、仮説検証

各講義の気づきと  　
学びを整理

2021
年
�݄

มֵͷϚωδϝϯτ ˙૯ׅٛߨ

άϧʔϓڀ̡ݚ 2��2�ʳ
報告書（論文）作成　　　2݄ มֵͷ࣮͚ͯ޲ʹݱ ʲάϧʔϓڀݚ੒Ռൃදʳ

研修成果の振り返り

ळࠒ ϑΥϩʔΞοϓ ׵ͷऔΓ૊みʹؔ͢Δ৘ใަޙमݚ˙

ɿ2�ίϚڀݚϑΥϩʔΞοϓɹάϧʔϓ�ٛߨɿ��ίϚʴબ୒ٛߨ

ୈ̍ճ合 ʢ॓2ധ�೔ʣ άϧʔϓڀ̡ݚ ��2ʳ
ʲάϧʔϓฤ੒ʳ

ୈ2ճ合 ʢ॓2ധ�೔ʣ άϧʔϓڀ̡ݚ �0���ʳ

ୈ�ճ合 ʢ॓�ധ2೔ʣ άϧʔϓڀ̡ݚ 20�2�ʳ

͋Γͨい࢟Λඳ͖ɺશମ࠷దͷࢹ఺Ͱɺ༷ʑͳϓϩηεΛ݁ͼ෇͚ͯมֵΛਪਐ͢Δ

戦略策定プロセス

研究開発プロセス

マネジメントプロセス

生産プロセス

業務プロセス

組織の規範、文化、風土

૊৫ͷܗ

֎෦ڥ؀ͷมԽ

ςΟʔϧ૊৫
ΤΫεϙωϯγϟϧ૊৫
εΫϥϜ૊৫
Ϧʔϯ૊৫ɹͳͲ

ͷଟ༷Խ؍٬ͷՁ஋ސ
σδλϧֵ໋
࿑ಇྗෆ଍ɹͳͲ

※講義とグループ研究の各コマ数は2019年度実績をもとに表示。プログラムとスケジュールは変更される場合があります。

ϑΟʔυόοΫγʔτ
ఏग़ᶃ

ϑΟʔυόοΫγʔτ
ఏग़ᶄ

ϑΟʔυόοΫγʔτ
ఏग़ᶅ
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ʮΧελϚʔ・δϟʔχʔ׆༻ͷํ๏ͱ੒ޭཁҼʯ

ʮ$47ʢڞ௨Ձ஋ͷ૑଄ʣʹ ΑΔࢢ৔։୓ʯ
～社会的課題の解決による市場開拓メカニズムの究明～

ʮ$2$ϓϥοτϑΥʔϜʹお͚ΔޮՌతͳϚονϯάʹؔ͢Δڀݚʯ

˙20��೥౓ςʔϚ

先見性・革新性・戦略性で成熟市場を打ち破るマーケターの養成

マーケティング戦略コース
対象：マーケティング・営業部門の部長、課長、リーダー、戦略スタッフ

M
時　期：2020೥�݄ʙ 202�೥�݄
曜　日：݄༵೔ɹ̡ ݄2ʙ �ճʳ
時　間：���20 ʙ 20��0
合　宿：�ճ
全日数：��೔ʢ合॓込みʣ
講　義ɿ2�ίϚɺάϧʔϓڀݚɿ2�ίϚ

開�

催�

日�

程

コ
ー
ス
の
ね
ら
い

���ϚʔέςΟϯάൃ૝ྗ ٬Ձ஋૑଄ͷͰ͖Δސ৔ͷมԽΛଊ͑ࢢ
ϚʔέςΟϯάྗ・ӦྗۀΛ਎ʹ͚ͭΔ

٬Ձ஋σβΠϯྗސ��2 બ͹ΕΔ৽੡඼΍αʔϏεΛ։ൃʹ٬ސ
しɺചΕΔ࢓૊みΛ૑Γग़͢ྗΛຏ͘

���ओମతֵ৽ྗ ϚʔέςΟϯάاը・Ӧݱۀ৔ͷ先಄ʹ
ཱ࣮ͬͯફ・࣮ߦͰ͖ΔྗΛཆ͏

講�

師�

陣

■ ίʔεҕһ௕

ۚҪɹ੓໌
良品計画 代表取締役会長

ੴҪɹ३ଂ 神戸大学・流通科学大学 名誉教授

஑ඌɹګҰ 明治学院大学 教授

Ҫ্ɹ఩ߒ 慶應義塾大学大学院 教授

ԭຊ༟Ұ࿠ ロコガイド 取締役CFO

খ໺ɹৡ࢘ 青山学院大学 教授

ۚҪɹ੓໌ 良品計画 代表取締役会長

໦ଜɹɹߒ 立正大学 教授

ܖ໦ɹɹ܀ 神戸大学大学院 教授

Ԕ෦ɹ༃࢙ 東洋大学 教授

஛ଜɹਖ਼໌ 明治大学 教授

த઒ਖ਼ӻ࿠ 成城大学 准教授

੢઒ɹӳ඙ 法政大学 教授

઒ɹҰ࿠ݹ 武蔵野大学 教授

ຊঙՃ୅ࢠ 東洋学園大学 准教授

দԼɹޫ࢘ 中央大学戦略経営研究科 教授

ຊɹɹথࢁ 慶應義塾大学大学院 准教授

༨ాɹ୓࿠ 慶應義塾大学大学院 教授

ถࢁɹໜඒ 学習院大学 教授

ྛ໺ɹɹ޺ クレディセゾン
代表取締役会長 CEO

（過去 2 年実績）

˙�ίʔσΟωʔλʔ ˙�άϧʔϓࢦಋࢣߨ

˙�άϧʔϓࢦಋࢣߨ

Ԕ෦ɹ༃࢙
東洋大学 教授

த઒ɹਖ਼ӻ࿠
成城大学 准教授

ੴҪɹ३ଂ
神戸大学・流通科学大学 名誉教授

੢઒ɹӳ඙
法政大学 教授

઒ɹҰ࿠ݹ
武蔵野大学 教授

஑ඌɹګҰ
明治学院大学 教授

■ 20��೥౓〔平均年齢39歳〕

参
加
者
デ
ー
タ

グループ
リーダー
38％

スタッフ
24％

部長クラス
9％

役員
5％

課長クラス
24％

＜業種別＞＜役職別＞

水産・食品
29％

化学・薬品
15％

鉄道5％
電気・機械
9％ 金融・

サービス
24％

その他
18％

グ
ル
ー
プ
研
究

■ 講義やグループ研究を通じて、データの切り口や分析方
法など、より多角的に捉えることで市場変化を見過ごさ
ないような意識がついた。顧客価値創造の経営を担う
マーケティング力・営業力についても考え方や視野が広
がった。（金融）

■ マーケティングの知識の獲得だけではなく、「考え抜く
力」や様々なバックグラウンドの受講者と「協働していく
力」を身に付けることができた。（食品）

■ ケース・スタディや実務家の講演等も多く、学んだ理論を
具体的に実務に落とし込んでいく方法も身に付いた。

（エネルギー）
■ 価値観や経験の異なる他社の受講者との他流試合は、一
生ものの財産になった。(金融)

■  共通課題に対して、メンバーと高いレベルの議論を交わす
ことで多角的な視点を培うことができた。（サービス）

参
加
メ
ン
バ
ー
の
声（
２
０
１
８
年
度
）



25

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
戦
略
コ
ー
ス

M

݄ ςʔϚ ԋश・ٛߨ άϧʔϓڀݚ ՝୊ݾࣗ

�݄

ϚʔέςΟϯάൃ૝ͱ
ϑϨʔϜϫʔΫͷ
ຊཧղج

˙ϚʔέςΟϯάൃ૝
自己課題整理、コース
修了後の目標設定

�݄

˙೔ຊܕϚʔέςΟϯάͷ৽ల։
˙ϏδωεϞσϧߏஙͱϚʔέςΟϯά
˙Ϛϧν・αΠυ・ϓϥοτϑΥʔϜઓ ʢུέʔε・ελσΟʣ

˙ফඅऀߦಈͷૅجཧ࿦
ઓུ߅合ଞࣾ΁ͷରڝ˙
˙ϓϩϞʔγϣϯઓུ
˙ϢʔβʔΠϊϕʔγϣϯ
˙σδλϧϚʔέςΟϯά
˙ϒϥϯυ・Ϛωδϝϯτ

各講義の気づきと学び
を整理

�݄

୅ϚʔέςΟϯάͷݱ
՝୊ͱຊ࣭

˙੒௕ϚʔέςΟϯάઓུ άϧʔϓڀ̡ݚ �ʳ 各講義の気づきと学び
を整理

�݄ ٬ͱͭސ˙ Δ͘ϏδωεϞσϧ・Πϊϕʔγϣϯʢέʔε・ελσΟʣ άϧʔϓڀ̡ݚ �・�ʳ

�݄

˙੡඼ઓུ

˙αʔϏεϚʔέςΟϯά
˙ઓུతަবͷϙΠϯτ
ڀݚྫࣄ˙
˙஌֮ͱϚʔέςΟϯά
˙#UP#ϚʔέςΟϯά

άϧʔϓڀ̡ݚ �ʳ

�0݄ Πϊϕʔγϣϯͱ
ϚʔέςΟϯά

˙Πϊϕʔγϣϯͱࢢ৔૑଄ʢέʔε・ελσΟʣ
ʲதؒൃදʳ

άϧʔϓڀ̡ݚ �2・��ʳ

中間振り返り
後半への目標設定

��݄
࣮ફʹ͚ͨ޲มֵ΁ͷ
ϦʔμʔγοϓΛൃش Δ͢

ڀݚྫࣄ˙
˙ίʔεҕһ௕ߨ࿩

άϧʔϓڀ̡ݚ �����ʳ
�2݄

202�೥

�݄

࣮຿΁ͷల։Λߟ Δ͑

άϧʔϓڀ̡ݚ �����ʳ

άϧʔϓڀ̡ݚ 2��2�ʳ

ใࠂॻʢ࿦จʣ࡞੒

研修成果の振り返りと
業務への落としこみ

2݄

�݄ ʲάϧʔϓڀݚ੒Ռൃදʳ

ϑΥϩʔΞοϓ ׵ͷऔΓ૊みʹؔ͢Δ৘ใަޙमݚ˙

ɿ2�ίϚڀݚϑΥϩʔΞοϓɹάϧʔϓ�ٛߨɿ2�ίϚ�બ୒ٛߨ
※講義とグループ研究の各コマ数は2019年度実績をもとに表示。プログラムとスケジュールは変更される場合があります。

顧客にとっての真の価値を提案し、成熟市場を打破するマーケター

ͱͬͯʹ٬ސ ͷਅͷՁ஋Λ૑଄しɺۀࣄΛ࢓૊みͱしͯ σβΠϯ͢ΔྗΛΊ͟͢

先୺·Ͱͷཧ࿦ͷֶश࠷Β͔ૅج ࣮ફతͳέʔε・ελσΟ

˔ϚʔέςΟϯάൃ૝���˔٬ސຬ଍���˔ڝ૪ରԠͷઓུ���˔ফඅऀߦಈͷཧ࿦
˔੡඼ઓུ���˔ϓϩϞʔγϣϯઓུ���˔ϢʔβʔΠϊϕʔγϣϯ
˔σδλϧϚʔέςΟϯά���˔ #�UP�#ϚʔέςΟϯά
˔ϏδωεϞσϧߏஙͱϚʔέςΟϯά���˔ϒϥϯυ・Ϛωδϝϯτɹଞ

˔�γΞϦε
˔�ωεΧϑΣΞϯόαμʔϓϩάϥϜ�
˔�1�(��˔�೚ఱಊ8JJ��˔�͙ Δͳͼ
˔�ίϯϐϡʔτϩϯ200�೥ɹ΄͔

マーケティング発想の獲得 徹底した思考訓練

ୈ�ճ合 ʢ॓2ധ�೔ʣ ʲάϧʔϓฤ੒�rɹ
�άϧʔϓڀ̡ݚ ���ʳ

ୈ2ճ合 ʢ॓2ധ�೔ʣ άϧʔϓڀ̡ݚ ����ʳ

ୈ�ճ合 ʢ॓�ധ2೔ʣ άϧʔϓڀ̡ݚ 20�2�ʳ

ϑΟʔυόοΫγʔτ
ఏग़ᶃ

ϑΟʔυόοΫγʔτ
ఏग़ᶄ

ϑΟʔυόοΫγʔτ
ఏग़ᶅ
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時　期：2020೥�݄ʙ 202�೥2݄
曜　日：໦༵・༵ۚ೔ɹ̡ ଇ݄�ճʳݪ
時　間：�0�00 ʙ ���00
合　宿：�ճɺϑΟʔϧυϫʔΫ�ճ
海外調査：�ճʢΞδΞ஍Ҭʣ˞ ๬ऀͷみر
全日数：2�೔ʢࠃ಺合॓込みʣ
講　義ɿ2�ίϚɺάϧʔϓڀݚɿ2�ίϚ

開
催
日
程

コ
ー
ス
の
ね
ら
い

ੴ઒ɹɹา 日本生産性本部 風土改革コンサルタント

࣏དྷቌɹࢢ 慶應義塾大学大学院 専任講師

Ҵాɹपฏ 慶應義塾大学 准教授

ҏ࿊ݪɹོ 上智大学 教授

ക࡚ɹɹम 法政大学 教授

খ઒ɹਖ਼थ MEマネジメントサービス 代表取締役

Ճ౻ಞ࢜ಓ 日本生産性本部
主席経営コンサルタント／公認会計士

Տ໺ɹ޺࿨ 慶應義塾大学大学院 教授

ɹɹ༟௺ࡔ 慶應義塾大学大学院 教授

ࣰాɹ৺࣏ 成蹊大学 教授

৽୐७ೋ࿠ 東京大学大学院 教授

ࣳాɹູࢠ 湯浅コンサルティング コンサルタント
（元 日通総合研究所）

ಙࢁɹɹ੣ プレビス 代表取締役（元 三菱自動車工業）

ฏ઒ɹอത 東京理科大学 副学長

౻໺ɹ௚໌ 野村総合研究所

٢୔ɹঢ࢘ ジーニアスホープ　代表取締役

˙�ίʔσΟωʔλʔ■ ίʔεҕһ௕

˙�άϧʔϓࢦಋࢣߨ

ɹɹ༟௺ࡔ
慶應義塾大学大学院 教授

ҏ࿊ݪɹོ
上智大学 教授

ฏ઒ɹอത
東京理科大学 副学長

Ҵాɹपฏ
慶應義塾大学 准教授

Տ໺ɹ޺࿨
慶應義塾大学大学院 教授

ᬺɹ࿨໌
 ＩＨＩ 相談役

（2019 年度実績）

■ 20��೥౓〔平均年齢43歳〕

フ
ィ
ー
ル
ド
・
ス
タ
デ
ィ

グ
ル
ー
プ
研
究

Ӧྗܦ৔޻��� σδλϧٕज़͕ਐԽ͢ΔதͰɺࣗࣾͷ΋ͷ
ͮ͘Γͷ͋Γͨい࢟Λඳ͖ɺ۩ݱԽ͢Δྗ

৔Ϛωδϝϯτྗݱ��2 ࣗࣾͷܦӦతͳ問୊Λൃݟしɺࣗൃతʹ՝
୊ΛղܾͰ͖Δݱ৔Λߏங͢Δྗ

��ओମతֵ৽ྗ ࣗࣾͷ΋ͷͮ͘Γͷ͋Δ΂͖࢟Λඳ͖ɺͦ
Εʹ͚ͯ޲ϦʔμʔγοϓΛൃشͰ͖Δྗ

講
師
陣

現場と経営の観点で、ありたい姿を描き、「強い工場」をつくる人材の養成

生産革新マネジメントコース
対象：生産関連部門（製造、生産管理、品質、調達など）のマネジャー、リーダー

P

ຊίʔεͰ͸、ʮݱ場をݟるʯײ

֮をॏ͓ͯ͠ࢹΓ、άϧʔϓڀݚ

ʢݱ場࣮शʣͰ、࣮ݱʹࡍ場ʹ

ೖΓࠐΈ、ʮ޻͍ڧ場ʯをͭ る͘

ͨΊのࢹ఺をཆ͍·͢ɻ

テーマに沿って他社工場を訪問し、改善活動はもとより、

人材育成のねらいや考え方などを伺います。

＜年齢別＞

35 ～ 39歳
19％

40 ～ 44歳
38％

45歳～
43％ 電機・機械

29％

医療・医薬
33％

化学
33％

食品
5％

＜業種別＞

৔ʹೖΓ込Ήݱ˙

˙ҟۀछͷݱ৔͔ΒֶͿ

視
察
先

಺ࠃ ホシザキ、島根富士通、ヤッホーブルーイング、
シチズンマシナリー　ほか

ւ֎
20��೥
࣮੷ɿλΠ

タイヤクルト、タイ日産自動車、サイアム・クボタ・コーポレーション、
ティービーケーケー・タイランド、ジャトコ・タイランド、
ブリヂストン・タイヤ・マニュファクチャリング・タイランド、
インテージタイ

ྉ΍εΧΠϓͳͲͰࢿ
༗ڞ৔ͷ৘ใݱʹલࣄ

৔ʹお͚Δݱ
問୊ͷԾઆߏங

৔๚問ݱ
問୊ൃݟ
՝୊ઃఆ

ੜֵ࢈৽Ҋ
੒࡞

ಋೖ
ޮՌূݕ

ੜֵ࢈৽ྫɿ
ʮ࣮धى఺ʹΑΔਗ਼ྲྀԽʯ

生産計画と実需がマッチングせず、結果的に様々な工程でムダが出ていたA工
場を対象に実施。
→全体のものの流れを把握し、上流工程で問題の芽を摘む取組みを実施し、　
　約2,500万円のコスト削減

参
加
者
デ
ー
タ
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「強い工場」

IoT AI

サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー

サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー

顧
　客

顧
　客

P
ͳͥ͝ۀاͱʹڝ૪ྗͷ͕ࠩੜ·Εͯ͘ Δͷ ʁ͔

݄ ςʔϚ ԋश・ٛߨ άϧʔϓڀݚ ՝୊ݾࣗ

�݄ ఺ࢹӦͷܦ৔ͱݱ
˙ ମ࣭ۀاӦͱܦۀا
˙ Ӧܦάϩʔόϧ͔͢׆৔Λݱ

自己分析
目標設定

�݄ σδλϧٕज़ͱվળ
˙ ৔ͷϓϩηεΠϊϕʔγϣϯೳྗݱ
˙ σδλϧٕज़ͱվળ׆ಈͷ༥合 άϧʔϓฤ੒ 各講義レポート作成

�݄ ඼࣭・ઃඋ౤ࢿ
˙ ઃඋ౤ࢿͷҙܾࢥఆ
˙ ඼࣭ͷ࡞Γ込み Ծઆߏங・ݱ৔๚問

�݄ αϓϥΠνΣʔϯ
˙ Αいʮ΋ͷͷྲྀΕʯͷઃܭ
˙ ෺ྲྀઓུ

৔๚問ݱ・ঢ়෼ੳݱ

�݄ ৔ྗݱ
˙ Αいʮݱ৔ʯͷߏங
˙ ৔վળݱఔ͔Βͷ޻ྲ্ྀ

৔๚問ݱ・ঢ়෼ੳݱ
ΰʔϧͱςʔϚͷઃఆ

�0݄ Ӧཧ೦ͱ΋ͷͮܦ Γ͘
˙ ΋ͷͮ͘ΓͷՁ஋؍
˙ *৔͕ಈ͖ग़͢,1ݱ ςʔϚൃද

��݄ άϩʔόϧ
˙ ೔ຊͷ޻৔ͷ໾ׂ
˙ ੈք֤ࠃͷ΋ͷͮ͘Γͷ਼੎

৔๚問・ςʔϚͷਂງݱ 中間振り返り

�2݄ ૪ڝ৔ͷ޻ ʢྗ�ʣ
˙ ࣗಈԽͱΠϯμετϦʔ ��0
˙ ੜ࢈৘ใγεςϜ

৔๚問ݱ
ςʔϚఏҊ

202�೥

�݄ ૪ڝ৔ͷ޻ ʢྗ2ʣ
˙ ৔ͷ�$47ઓུ޻
˙ ίϯϓϥΠΞϯε

৔๚問ݱ

2݄ ૪ڝ৔ͷ޻ ʢྗ�ʣ ˙ みΛҾ͖ग़͢Ϧʔμʔڧ৔ͷ޻
ޮՌଌఆ・ޙࠓͷ՝୊ͱ͖ͮؾ
ใࠂॻʢ࿦จʣ࡞੒

研修成果の振り返り

�݄

Ήʣؚ࡯ࢹ�0ࣾఔ౓ʢւ֎ௐࠪͰͷֶݟ৔޻ɿ2�ίϚɹڀݚʴϑΥϩʔΞοϓɹάϧʔϓٛߨɿ2�ίϚʴબ୒ٛߨ
※講義とグループ研究の各コマ数は2019年度実績をもとに表示。プログラムとスケジュールは変更される場合があります。

ւ֎ௐ ʢࠪ20��೥౓࣮੷ɿλΠʣ

ୈ̍ճ合॓��ϑΟʔϧυ・ελσΟʢଞࣾ޻৔๚問ʣɹɹ

ୈ̏ճ合॓��ੜֵ࢈৽ఏҊͷূݕɹ

ୈ̎ճ合 �॓�ϑΟʔϧυ・ελσΟ
ʢଞࣾ޻৔๚問ʣɹɹ

この命題に対して、私たちは50年以上にわたり、ものづくりの観点で、持続的な競争優位について議論してきました。

デジタル技術が進化している今日においても、地道な改善活動やたゆまぬ生産革新が重要であることは揺るぎません。

その上で、本コースでは、次の要素を持つ工場が、長期的な競争力を有する「強い工場」だと考えています。

1.企業独自の「ものづくりの価値観」（経営理念をものづくりに反
映させたもの）があり、現場にそれが反映されている

2.企業の競争力が現場に表れている

3.現場の主体的な改善が継続的になされている

4.ものづくりに、よい「流れ」がある

5.トップと現場との間に、双方向のコミュニケーションがある

広い視野を持ちつつ徹底した現場実習（グループ研究）で現場と向き合い、実践力を磨きます

ϑΟʔυόοΫγʔτ
ఏग़ᶃ

ϑΟʔυόοΫγʔτ
ఏग़ᶄ

ϑΟʔυόοΫγʔτ
ఏग़ᶅ



28

人
事
革
新
コ
ー
ス

時　期：2020೥�݄ʙ 202�೥2݄
曜　日：໦༵೔̡ ݄2ʙ �ճʳ
時　間：���00 ʙ ���00
合　宿：̎ ճٴͼւ֎ௐࠪ̍ճ
全日数：��೔ʢ合॓込みʣ
講　義：20ίϚɺάϧʔϓڀݚɿ2�ίϚ
海外調査：άϩʔόϧʹ௨༻͢ΔϏδωε
� ���Ϧʔμʔҭ੒ͷ࠷৽ྫࣄΛֶͿ

開
催
日
程

コ
ー
ス
の
ね
ら
い

���શମߏ૝ྗ
༩͑ΔΠϯύΫʹࡐӦ・ਓܦ΍ࣾձཁ੥ͷมԽ͕ڥӦ؀ܦ
τΛ࣮֬ʹଊ͑ɺ͜Ε͔Βͷࣾձ・ۀاʹඞཁͳਓࡐϚω
δϝϯτͷ͋ΓํΛߏ૝͢Δ

2��ઓུྗߟࢥ
Ӧऀͷύʔτφʔܦしɺ༺׆Λࡐઘͱしͯਓݯ૪༏Ґͷڝ
ͨΔ΂͖ਓࣄ෦ͱしͯܦӦઓུͷల։Λ͑ࢧΔͨΊͷਓࣄ
ઓུΛཱҊ͢Δ

��ֵ৽ྗ
ΔͨΊʹɺଟ༷ͳεςʔΫϗ͢شͷೳྗΛൃݶେ࠷৔͕ݱ
ϧμʔΛ͖ר込みͳ͕Βɺطଘͷ׳शʹͱΒわΕͣ৽しい
۩ମతࡦࢪΛࡦఆし਱͢ߦΔྗΛཆ͏

人材マネジメントに革新を起こし、世界で競争力のある強い組織創りをリードする戦略的人事リーダーの養成

人事革新コース
対象：人事部・人材開発部門のマネジャー、リーダー、戦略スタッフ

H

˙ίʔσΟωʔλʔ ˙άϧʔϓࢦಋࢣߨ˙ίʔεҕһ௕

໦ଜɹୖຏ
法政大学 教授

ീ୅ɹॆ࢙
慶應義塾大学 教授

कౡɹجത
学習院大学 教授

౻ଜɹത೭
法政大学大学院 教授

໦୩ɹɹ޺ 県立広島大学大学院 教授
（元ニチレイ 経営企画部長 CIO）

ɹതथ౻ࠤ 中央大学大学院 教授

ླ໦ɹཽଠ 神戸大学大学院 教授

ીࢁɹ఩ਓ サイバーエージェント 取締役

ాதɹݑҰ サントリーホールディングス
グローバル人事部長

෰෦ɹହ޺ 神戸大学大学院 准教授

஑֞ɹਅཬ モルガン・スタンレー・グループ
取締役 人事部長

ക࡚ɹɹम 法政大学 教授

ଠాɹ௚थ ＭＳＤ 取締役執行役員
人事部門統括 兼 人事部門長

খ໦ીହ࣏ 国分グループ本社
取締役 執行役員 人事総務部長

َؙɹ๎ࢠ 中央大学 教授
本コース グループ指導講師

๺࡚ɹɹໜ PwCコンサルティング 
ディレクター

（過去 3 年実績）

˙20��೥౓ςʔϚͱ֓ཁ

˙20��೥౓〔平均年齢39歳〕

グ
ル
ー
プ
研
究

参
加
者
デ
ー
タ

̖άϧʔϓ 20�0೥ͷ೔ຊΛࢧ Δ͑ਓࡐΛҭ੒͢ΔͨΊʹ
� ʙਓࡐҭ੒ΞϥΠΞϯεͷߏஙʙ

企業が重要視する「中長期的な事業の成長を支える人材」の育成等
について、これからの企業の持続的成長には不可欠である。2030
年に必要となる人材を『変化に強い人材』と考え、必要となる要素
を整理し、既存の仕組みで不足している要素を満たすために有効
だと考えられる施策（制度および運用）について提言した。

̗άϧʔϓ γϯΧΛࢭΊΔͳʂ
� ʙ͕ۀاՁ஋Λ૑ग़しଓ͚ΔͨΊʹʙ

企業が価値を創出し続けるためには、「社会ニーズを先取りした変
化＝イノベーション＝新価」と「変化への適応＝付加価値の向上＝
進化」、新価と進化を「継続的に起こしてゆくための土壌(組織)＝
森化」の3つの「シンカ」が必要と考えた。3つの「シンカ」を実現す
るために、特に若手社員の意識をいかに芽生えさせるかに着目し、
具体的な施策について提案を行った。

海
外
調
査

˙シンガポール
公的機関や現地進出企業を訪問し、グローバル人材育成・リー
ダーシップ育成についての具体的な事例を学び、今後の人事戦
略策定の革新を目指します。シンガポール政府の人材育成ハブ
化構想のもと、世界中から研修機関やビジネススクールが集結
し世界のビジネスリーダーシップの中心となっている状況につ
いて確認します。今後の世界動向と日本の立ち位置を大きな視
野で把握し、課題についてディスカッションします。

訪問先：ダウ、マイクロソフト、P＆Gほか

講
師
陣

＜役職別＞

主任・
課長代理クラス

61％

課長クラス以上
31％

その他
8％

＜年齢別＞

34歳以下
17％

35-39歳
50％

40歳以上
33％

઒ɹ୓അݹ トランストラクチャ ディレクター 

দ㟒ɹɹؽ キッコーマン 常務執行委員

ࢠ৓·Γٶ キャリア心理学研究所 代表

੝Ҫɹ߃உ 日立ソリューションズ
HRテクノロジーセンター 担当部長

৿ాɹӳҰ beyond global Group　
President & CEO

ٱɹɹాࢁ 日本総合研究所 理事

（シンガポールでのワークショップ）

ฑᖒɹت߁
三井住友海上火災保険

取締役会長 会長執行役員
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ਓࣄ෦͔Βֵ৽Λʂ

˙άϧʔϓࢦಋࢣߨ

݄ ςʔϚ ԋश・ٛߨ άϧʔϓڀݚ ՝୊ݾࣗ

6月
ɺ͛޿ʹ໺Λੈքࢹ
৽しいைྲྀΛݟൈ͘ྗ

˙ਓࡐϚωδϝϯτͷશମ૾ͱ՝୊ɺਓࣄͷ໾ׂ
˙ਓࣄɺۀاɺ೔ຊΛऔΓר ͱੈքͷைྲྀڥ؀͘
˙௕ظతࢹ఺ɺະདྷ޲ࢤ

メンバーの課題確認

人事の未来像について

ʲάϧʔϓฤ੒ʳ
άϧʔϓڀ̡ݚ ��2ʳ

自己課題整理、コース
修了後の目標設定

7月

8月

ਓࡐϚωδϝϯτͷֵ৽

˙μΠφϛοΫͳ࿑ಇࢢ৔ɺ࠾༻ֵ৽
˙άϩʔόϧϦʔμʔɺੈքʹ௨༻͢Δਓࡐͷҭ੒
˙μΠόʔγςΟɺಇ͖ํվֵɺ૊৫։ൃ
˙ΩϟϦΞ։ൃɺλϨϯτϚωδϝϯτ
˙)3�5FDI

άϧʔϓڀ̡ݚ ����ʳ
文献調査、メンバー・グ
ループ指導講師との徹底
した議論

άϧʔϓڀ̡ݚ �2���ʳ
仮説の設定
リサーチ準備
ʲதؒൃදʳ

中間振り返り9月

10月

11月

มֵΛϦʔυ͢Δਓࣄ෦

˙มԽΛ先ಡみしɺ׳शʹनわΕͳい先औΓͷਓࡦࢪࣄ
΁ͷ௅ઓ

合いɺ஌ͷଟ༷ੑΛऩᏑ͞せͳ͕Βେ͖ͳ͖޲ʑਓͱݸ˙
ྗʹม Δ͑

˙ੈքʹڝ૪ྗͷ͋Δڧい૊৫૑Γͷத֩ͱしͯͷਓࣄ෦

άϧʔϓڀ̡ݚ �����ʳ
リサーチ実施、仮説検証

各講義の気づきと　　
学びを整理

12月

2021
年
1月

研修成果の振り返り

2月 ૯ׅ
˙૯ׅٛߨ
ʲάϧʔϓڀݚ੒Ռൃදʳ

άϧʔϓڀ̡ݚ 2��2�ʳ

報告書（論文）作成、　　
発表準備

新たな課題の設定

秋 ϑΥϩʔΞοϓ ׵ͷऔΓ૊みʹؔ͢Δ৘ใަޙमݚ˙

ɿ2�ίϚڀݚϑΥϩʔΞοϓɹάϧʔϓ�ٛߨɿ20ίϚʴબ୒ٛߨ

ୈ̍ճ合 ʢ॓�ധ2೔ʣ άϧʔϓڀ̡ݚ ���ʳ
ʲςʔϚൃදʳ

ୈ2ճ合 ʢ॓�ധ�೔ʣɹւ֎ௐ ʢࠪγϯΨϙʔϧʣ

ୈ�ճ合 ʢ॓�ധ2೔ʣ άϧʔϓڀ̡ݚ ���20ʳ

経営者

人事部

従業員

経営者の視点

ヒト
・現
場の
視点

社会
の視
点

経営者のパートナーとして
■ 競争力を強化する人事施策の策定
■ 経営目標を達成する人材の確保と育成

強い組織創りの中核

グローバル化
デジタル化
VUCA ....

社会

現場のビジネス・パートナーとして
■ パフォーマンス最大化のための環境構築
■ 各現場・個々のニーズへの対応

社会的存在として
激しい環境変化・社会要請への対応

経営理念・哲学の共有

経営戦略の策定

ビジネス目標の達成

個々人の能力の発揮

自律的キャリア構築

ʙਓࡐϚωδϝϯτʹֵ৽Λى し͜ɺڝ૪ྗͷ͋Δڧい૊৫Λ૑Δʙ

ਓࡐϚωδϝϯτͷֵ৽

※講義とグループ研究の各コマ数は2019年度実績をもとに表示。プログラムとスケジュールは変更される場合があります。

ϑΟʔυόοΫγʔτ
ఏग़ᶃ

ϑΟʔυόοΫγʔτ
ఏग़ᶄ

ϑΟʔυόοΫγʔτ
ఏग़ᶅ
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務
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■ 今回学んだことを活かして、自社の財務状況や財務戦
略についての理解も深め、今後経理財務面の戦略提案
をする際にその考え方を支える背景や根拠として活用
していく。特に、海外を含めたグループ会社に対して、
資金効率化や資金調達方法の最適化、財務体質の強化
などを検討していきたい。（食品・主任）

■ 会社全体、及び社内の投資プロジェクトに関して、様々
なバリュエーション手法を学んだ。今後は学んだ様々
な手法・考え方を適切にアウトプットすることが重要
だと考えている。（電気機器・主任）

グ
ル
ー
プ
研
究

̖άϧʔϓ
̢ˍ̖ʹお͚Δࢢࣜג৔ͷ൓ԠͱܦӦվળޮՌͷؔ܎
日本のM&A事例を対象に、買収企業の時価簿価比率および被買収企業の
時価簿価比率がM&A公表時の株式市場の評価（短期株価効果）に与える影
響を分析した。その結果、相対的に時価簿価比率が高い企業が、相対的
に時価簿価比率が低い企業を買収するほど、短期株価効果にも長期キャッ
シュフローへのパフォーマンスにも正の影響を与えることが明らかと
なった。

̗άϧʔϓ

.�"ͷ༗ޮੑධՁ
ʙඦ՟ళۀքͷύϑΥʔϚϯεελσΟٴͼέʔεελσΟ�ʙ
近年、経営戦略の一つとして広く一般化しつつあるM&Aについて、M&A実
施後の企業業績の変化におけるM&Aの効果を分析し、M&Aの成否要因を明
らかにすることを試みた。特に「百貨店業界」の業界再編時のM&Aに着目し
て検証を行った結果、経営統合の効率化で重要なのは、経営統合後の経営
者のビジョンの明確化とそれを実現するためのリーダーシップである点等、
複数の要因を得ることができた。

企業価値の向上をリードするCFO候補の養成

経営財務コース
対象：財務、経理、IR、リスクマネジメント、企画、管理部門のマネジャー、リーダー

F
時　期：2020೥�݄ʙ �2݄
曜　日：໦༵೔ɹ̡ ݄�ʙ �ճʳ
時　間：���20 ʙ 20��0
合　宿：�ճ
全日数：໿�0೔ʢ合॓込みʣ
講　義ɿ��ίϚɺάϧʔϓڀݚɿ��ίϚ

開�

催�

日�

程

コ
ー
ス
の
ね
ら
い

���਺ࣈʹཪଧͪ͞Εͨ
ɹઓུߏ૝ྗ

৽ۀࣄن΍.�"ͳͲͷۀاઓུΛ਺ࣈͷཪ෇͚Λ
΋ͬ ཱ・ըاͯ ҊͰ Δ͖ྗΛຏ͘

2��άϧʔϓܦӦྗ ւ֎ࢠձࣾͷΨόφϯεͷ͋Γํ΍ϦεΫϚω
δϝϯτͷצॴΛ௫Ή

��εςʔΫϗϧμʔͱͷ
ɹର࿩ྗ

ϑΝΠφϯεཧ࿦ͷମܥతͳཧղΛ௨しͯɺࢢ
৔ؔऀ܎ͱద੾ʹର࿩͢ΔྗΛ਎ʹ͚ͭΔ

˙�ίʔσΟωʔλʔ

˙�άϧʔϓࢦಋࢣߨ

■ ίʔεҕһ௕

৿ా�ɹɹ༸
横浜国立大学大学院 教授

ഡݪɹ౷޺
明治大学 教授

ബҪɹɹজ
早稲田大学 教授

ถᖒɹ߁ത
早稲田大学 教授

ҏ౻ɹ༗ر
横浜国立大学大学院 准教授

༄ɹྑฏ
エーザイ ＣＦＯ　早稲田大学 客員教授

ੴ໺ɹ༤Ұ オントラック 代表

඼ɹ৴໌ؠ TMI総合法律事務所　
パートナー弁護士・税理士

େ໺ɹ໌߂ 明治学院大学 教授

઒୺ɹɹູ PwCあらた有限責任監査法人 
パートナー・公認会計士

ଜాɹक߂ 公認会計士・税理士

ਔՊɹҰ඙ 大阪大学 名誉教授

ଜ੉ɹࢠ޹ 鳥飼総合法律事務所
パートナー弁護士

ळ༿ɹݡҰ 早稲田大学 教授

୩઒ɹೡ඙ 早稲田大学 教授

৽֋ɹ࢘߁ 元日本たばこ産業
代表取締役副社長

ໟརɹਖ਼ਓ 東洋大学 教授

٢Ԭɹɹڗ PwCあらた有限責任監査法人 
パートナー・公認会計士

（過去 5 年実績）

講�

師�

陣

■ 20��೥౓ςʔϚͱ֓ཁ
参
加
メ
ン
バ
ー
の
声
（
２
０
１
８
年
度
）

部長・次長7％

課長
27％主任

66％

＜役職別＞＜部門別＞

財務
40％

経理
33％

経営企画
7％

管理
20％

■  20��೥౓〔平均年齢36.3歳〕

参
加
者
デ
ー
タ
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݄ ςʔϚ ԋश・ٛߨ άϧʔϓڀݚ ՝୊ݾࣗ

݄̒

਺ࣈʹཪଧͪ͞Εͨ
૝ྗΛຏ͘ߏ

˙ϑΝΠφϯεཧ࿦ɿجຊ֓೦ʢࢿຊίετ౳ʣ
˙౤ࢿධՁج४・ۀࣄ౤ࢿ

自己課題整理、コース
修了後の目標設定

݄̓ ૅجՁ஋ධՁ・σʔλαΠΤϯεͷۀا・຿ϞσϦϯάࡒ˙
άϧʔϓڀ̡ݚ ���ʳ

各講義の気づきと
学びを整理

݄̔ ຿ઓࡒ˙ ʢུۀاՁ஋ͱࢿຊߏ੒ʣ

݄̕ ౤ࢿՈαΠυͷݴ༿ɺ
Λཧղ͢Δํ͑ߟ

˙̨̜̚ͱߴ෇ՃՁ஋ܦӦ άϧʔϓڀ̡ݚ ���ʳ

�0݄

ͷ࣮ફ্޲Ձ஋ۀا

˙ΦϓγϣϯʢϦΞϧΦϓγϣϯʣ
˙*'34ͷݱ৔ͱಈ޲

άϧʔϓڀ̡ݚ ���0ʳ
ʲதؒൃදʳ

中間振り返り

��݄

˙ւ֎ࢠձࣾͷΨόφϯεʢϦεΫϚωδϝϯτʣ
੫຿ࡍࠃ˙

άϧʔϓڀ̡ݚ ����2ʳ

各講義の気づきと
学びを整理

�2݄
म੒ՌͷͱΓ·ͱΊݚ ˙૯ׅߨ ʢٛίʔϙϨʔτΨόφϯεͱ̧̤̚ʣ άϧʔϓڀ̡ݚ �� ���ʳ

報告書（論文）作成、     　
発表準備

研究成果の振り返り

ϑΥϩʔΞοϓ ׵ͷऔΓ૊みʹؔ͢Δ৘ใަޙमݚ˙

ɿ��ίϚڀݚʴϑΥϩʔΞοϓɹάϧʔϓٛߨɿ��ίϚʴબ୒ٛߨ

ϑΝΠφϯεΛ࣠ʹɺ̢ˍ̖΍৽ۀࣄنͷ౤ࢿ൑அɺങऩࢠձࣾͷΨόφϯε΍ϦεΫϚωδϝϯτɺ
͞Βʹ͸̨̚ ̜΁ͷରԠͳͲΛ୲ Ϧ͏ʔμʔʢ̛̘ ̤ީิʣΛཆ੒し· ɻ͢

ୈ�ճ合॓
ʢ�ധ2೔ʣ

άϧʔϓڀ̡ݚ �����ʳ

※講義とグループ研究の各コマ数は2019年度実績をもとに表示。プログラムとスケジュールは変更される場合があります。

ୈ2ճ合॓
ʢ�ധ2೔ʣ

άϧʔϓڀ̡ݚ �����ʳۀاઓུ・ࡒ຿෼ੳ
தܦظӦܭըͷࡦఆ

Ӧ؅ཧܦ
財務分析

中期経営計画の策定
財務モデリング

ઓུۀا
M&A・事業投資
リアルオプション

*̧
資本市場の理解

ESG

Ψόφϯε
海外子会社ガバナンス
リスクマネジメント

ファイナンス
資本コスト、企業価値評価

財務戦略

Ҿ͢ΔϦʔμʔʢ$'0ީิʣͷཆ੒ݗΛ্޲Ձ஋ۀا

ୈ2ճ合॓
ʢ�ധ2೔ʣ

຿෼ੳࡒ・"�.
தܦظӦܭըͷࡦఆ

ୈ̍ճ合॓ɹ
ʢ2ധ�೔ʣ

౤ࢿӡ༻
γϛϡϨʔγϣϯ・ήʔϜʢࢿຊࢢ৔ͷཧղʣ

ʲάϧʔϓฤ੒ʳ
άϧʔϓڀ̡ݚ ��2ʳ

ϑΟʔυόοΫγʔτ
ఏग़ᶃ

ϑΟʔυόοΫγʔτ
ఏग़ᶄ

ϑΟʔυόοΫγʔτ
ఏग़ᶅ
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トップや現場を巻き込みながら変革に邁進する中核リーダーの養成

事業変革イノベーションコース
対象：事業責任者（執行役員、部長、マネジャー）、企画・グループ管理・監査部門の責任者、戦略スタッフなど

B

■ ίʔσΟωʔλʔ

ԋऀ（過去5年実績・役職名当時）ߨӦऀର࿩ɹܦ ■

ベンチャー企業経営の後、日本NCR、タワー
ズペリン、ADLなどにおいて事業戦略策
定や経営管理体制の構築などの案件に従
事。IGPI参画後は全社経営改革（事業再
編・中長期戦略・管理体制整備・財務戦略
等）や事業強化（成長戦略・新規事業開発・
M&A等）など、様々なステージにおける
戦略策定と実行支援を推進。

໦ଜɹঘܟ
経営共創基盤（ＩＧＰＩ）

パートナー／取締役マネージングディレクター

■ 意思決定を行う上で、何を軸とするのかが非常に
重要だということがよくわかった。また、判断を行う
上での知識はまだ不足していると自覚した。

（サービス・部長）

■ リーダーのあるべき姿、押さえるべき事を再認識
できた。“変革する”とはどういう事か改めて考えさせら
れた。“嫌われたくない”が自分のどこかにある。これ
を断ち切りたい。（機械・執行役員）

時　期：2020೥�݄ʙ �2݄
　　　　̡݄2ʙ �ճʳ
時　間：���20 ʙ 20��0
合　宿：2ճ
全日数：20೔ʢ合॓込みʣ
講　義：��ίϚ

開
催
日
程

コ
ー
ス
の
ね
ら
い

ଶ෼ੳྗ࣮ۀࣄ��� ୲౰ٴۀࣄͼશ͕ࣾஔ͔Εͨݱঢ়Λਖ਼し͘ཧղしɺઓུͷࡦ
ఆʹͭͳ͙ྗΛ਎ʹ͚ͭΔ

2��ऩӹߏ଄؅ཧྗ Λཧղしɺࣗࣾʹ;͞わしい؅ཧ܎଄ͷؔߏ଄ͱऩӹߏۀࣄ
ձܭɺίετ؅ཧͷ͋ΓํΛ͑ߟΔྗΛ਎ʹ͚ͭΔ

��ҙܾࢥఆͱઓུߏஙྗ Ձ஋૑଄ͷ؍఺͔Βࣗࣾ܈ۀࣄΛద੾ʹධՁしɺ੒௕ΛՃ଎
͞せΔऔΓ૊みΛߏங͢ΔྗΛ਎ʹ͚ͭΔ

��૊৫Λಈ͔͢ྗ ૊৫ͷし͕ΒみʹଧͪͪࠀɺࣗΒ͕Ϧʔμʔͱしͯมֵͷ೾
Λ૊৫಺ʹ͜ىしͯい͘ྗΛ਎ʹ͚ͭΔ

講
師
陣

参
加
メ
ン
バ
ー
の
声
（
２
０
１
８
年
度
）

■  20��೥౓〔平均年齢49.7歳〕

参
加
者
デ
ー
タ

 

執行役員 7％
取締役 7％

課長 36％

部長 50％

＜役職別＞

Յӻɹɹ࿕ 元 横浜マリノス 代表取締役社長

໦઒ɹɹᚸ ヤマトホールディングス 代表取締役会長

ञרɹɹٱ キヤノン電子 代表取締役社長

඿ଜɹ৳ೋ
経営共創基盤（ＩＧＰＩ）

パートナー /
取締役マネージングディレクター

தݪɹେี
経営共創基盤（ＩＧＰＩ）

ディレクター

ᖒɹར੒ݹ
経営共創基盤（ＩＧＰＩ）

ものづくり戦略カンパニー
マネージングディレクター

ాதɹՃཅࢠ
経営共創基盤（ＩＧＰＩ）

パートナー /マネージングディレクター

ੴ໺ɹ༤Ұ
オントラック 代表

߶ɹঘۄࣇ
経営共創基盤（ＩＧＰＩ）

パートナー /マネージングディレクター

৽֋ɹ࢘߁ 元 日本たばこ産業 代表取締役副社長

஌ࣝɹ࣏ݡ 日本交通 代表取締役社長

໺࿏ɹᅳ෉ 小松製作所 取締役会長

দҪɹ஧ࡾ 松井オフィス 代表取締役社長
（良品計画 名誉顧問）

෌ࢁɹ࿨඙
経営共創基盤（（ＩＧＰＩ）

代表取締役 ＣＥＯ

経営共創基盤
協力プログラム
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݄ ςʔϚ ԋश・ٛߨ ڀݚਓݸ

�݄

มֵͷશମ૾ۀا

ઓ ͱུۀࣄͷ෼ੳ

༗ڞͷ՝୊֤ࣾۀاՃࢀ˙
ઓུ֓࿦ۀࣄ˙
　対象事業について正しい現状認識を踏まえ、変革に向けた戦略を考え、立案する上で拠り
所となる基本的な知識を得る

˙ϏδωεΤίϊϛΫεͷཧղ
　戦略を構築する上で重要なポイントである事業構造、収益構造のメカニズムを体系的に理
解する

�݄

ඞཁͳʹ্޲Ձ஋ۀا
஌ࣝɺํ๏࿦ͷशಘ

˙ίετΞΧ΢ϯςΟϯάʗϚωδϦΞϧ・ΞΧ΢ϯςΟϯάͷཧղ
　収益構造を数字の面から理解する。特に事業構造と収益構造がどのように結びつくか、そ
れらが財務３表にどう表現されるかをとらえる視点を養う。さらに、収益構造を決定づける
コストの管理手法を学ぶ

˙ίʔϙϨʔτϑΝΠφϯεɺόϦϡΤʔγϣϯͷཧղ������������������������������������������������������������������ɹ����
事業分析を踏まえ、事業そのものが持っている企業価値を算出する。資本コストを把握し、
事業の効率性と収益性を評価する目を養う

�݄

�݄ มֵͷϦΞϦςΟʹ
৮ΕΔᶃ

˙̢ˍ̖ͷ࣮ࡍͱ՝୊�����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
事業ポートフォリオの観点からＭ＆Ａの本質、課題などについて事例を通じて学ぶ

˙̡ Ӧऀର࿩①ʳܦ
　変革を成し遂げた経営トップからの講義とメンバーとの討議

�0݄

έʔεԋश

มֵͷϦΞϦςΟʹ
৮ΕΔᶄ

˙มֵྫࣄͷέʔεԋशʻϩʔϧϓϨΠϯάʼ
　実際に起きた企業の事例を用い、変革の場面において、経営者の役割や意思決定のあり
方を疑似体験し、経営の舵取りの難しさや乗り越えるべきポイントなどを考える　　　

˙̡ ②Ӧऀର࿩ܦ ɹrɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹ
変革を成し遂げた経営トップからの講義とメンバーとの討議

��݄

έʔεڀݚʢάϧʔϓڀݚʣ

˙̡ ③Ӧऀର࿩ܦ ɹrɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹ
変革を成し遂げた経営トップからの講義とメンバーとの討議

ͱ੒௕ઓུ׵଄సߏۀࣄ˙
事業成長のパターンや新規事業創出のポイントについて理解を深める

˙ϛυϧ・Ϧʔμʔγοϓ
࿦ʣٞ・౼ݕ଄෼ੳԋशʢϦΞϧέʔεʹΑΔ՝୊ߏۀࣄ˙

�2݄ ૯ׅ

˙૯ׅٛߨɺάϧʔϓͱしͯͷ੒ՌൃදͱΓ·ͱΊ

（ऴ੒Ռൃදʢグループとしての学び࠷ͱΓ·ͱΊɺڀݚਓݸ˙

ϑΥϩʔΞοϓ ׵ͷऔΓ૊みʹؔ͢Δ৘ใަޙमݚ˙

ϑΥϩʔΞοϓ�ٛߨɿ��ίϚ�બ୒ٛߨ

　
変
革
計
画
　��

の
作
成
／
各
講
義
の
気
づ
き
と
学
び
の
整
理

※講義とグループ研究の各コマ数は2019年度実績をもとに表示。プログラムとスケジュールは変更される場合があります。

ୈ�ճ合॓

ୈ2ճ合॓

࣮ྫΛ΋ͱʹしͨϦΞϧͳٛߨͱٞ࿦͔Βֶͼɺ
ࣗࣾͷมֵ΍ΠϊϕʔγϣϯΛϦʔυ͢Δ࣮ફతͳεΩϧΛ਎ʹ͚ͭΔ

൫ʢ*(1*ʣج૑ڞӦܦ
τοϓίϯαϧλϯτਞʹΑΔ
࣮ફతͳٛߨΧϦΩϡϥϜ

มֵΛ੒し਱͛ͨ
Ӧऀͱͷগਓ਺ʹΑΔܦ
ਂいର࿩

ࣗࣾͷมֵΛϓϥϯχϯά
൫ج૑ڞӦܦըΛܭしͨมֵ౼ݕ˞
ʢ*(1*ʣͷτοϓίϯαϧλϯτ͔Βܧଓし
·ಋΛड͚ΒΕࢦͯ ɻ͢

มۀࣄ ・ֵΠϊϕʔγϣϯͷ࣮ફ
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■ 社会課題に真摯に向き合うようになった

■ 新規事業を考える切っ掛けになった

■ チームの取り組みの際にHowではなくWhyをま
ず説明するようになった

■ バックキャスティング思考や客観的なデータに
よる判断を実践している

■ フォアキャスト的な「こうなるだろう」という発
想から「こうしたい」という発想に変わってきた

■ 日本語の情報だけでなく海外の情報をより拾う
ようになった

テーマ検討要件

����わͨ し͘͝ͱͱしͯਅ݋ʹऔΓ૊ΊΔ·ͰϝϯόʔͰٞ࿦͢Δ
2���ۙະདྷʹେ͖ͳӨڹΛٴ΅ࣾ͢ձ問୊͔ΒόοΫΩϟετしɺࠓ΍Δ΂͖ ͱ͜ɺ��΍Γͨい ͱ͜ʹ௅ઓ͢Δ
����ϥΠϑελΠϧٴͼܦۀاӦʹେ͖ͳӨڹͷ͋ΔςΫϊϩδʔΛྀ͢ߟΔ

"νʔϜɿʮ͝みࢁΛແ せ͘ʂଠཅޫ͝みॲཧϓϥοτϑΥʔϜʯ
途上国で特に大きな問題となっているごみの山による健康被害、環境汚染問
題に太陽光集光技術とごみ溶融炉技術（有機物の完全燃焼かつ超高温処理で
金属精錬）でチャレンジ

#νʔϜɿʮ࠭യͷ౔஍Λ༗ޮ׆༻しͨλϯύΫ࣭څڙγεςϜʯ

人口増加によるタンパク質供給問題を砂漠の土地を有効利用して解決。砂漠
環境での水不足を解消する飼料循環生産の仕組みを導入し、乾燥に強い高
タンパク穀物を栽培

$νʔϜɿʮ౦͔ژΒ࢝ΊΔΤωϧΪʔֵ໋ʯ
３Ｄ太陽光発電で、東京を100％再生エネルギーによるエネルギー地産地
消都市に転換

%νʔϜɿʮ4VTUBJOBCMF�#VJMEJOHʯ

人口が集中する未来都市にエネルギー、水、食物が循環する循環棟を併設す
る生活空間を構築し、気候変動に適応した未来生活を準備する

&νʔϜɿʮ$PPM�$SFEJU�Ձ஋؍Λม Δ͑׆ڥ؀ಈͷݟ Δ͑Խʯ

日々の全ての消費行動を収集（購入商品等）、環境負荷評価への変換、スコアリン
グ、ランキングにより環境に貢献する日常を見える化する

企業の力で未来を変革するイノベーション・デザインリーダーの養成

イノベーション・デザインコース
対象：中堅・若手リーダー

ID
時　期：2020೥�݄��೔ʢۚʣʙ �݄2�೔ʢ౔ʣ
曜　日：�ִिɹۚ・౔༵೔
時　間：���0�ʙ����00
合　宿：̎ ճʢ�݄2�೔・2�೔ɺ�݄22೔・2�೔ʣ
全日数：ٛߨ�・ϫʔΫγϣοϓ��ίϚɺςʔϚڀݚ��ίϚ
ମݧϫʔΫγϣοϓٴͼઆ໌ձɿ2020೥�݄2�೔ʢۚʣ

開
催
日
程

コ
ー
ス
の
ね
ら
い

���ળい໨తΛࣗͪ࣋ΒมֵͰ͖Δྗͷৢ੒

2�問୊Λൃݟしɺ՝୊Խ͢Δೳྗͷҭ੒

��՝୊ղܾʹߏۀࣄ͚޲૝͢Δೳྗͷཆ੒

˙ίʔσΟωʔλʔ

ਫ୩ɹੈر
日立コンサルティング

サービス & デジタルコンサルティング本部
テクニカルディレクタ―

தଜɹળః
富士フイルム
R&D 統括本部

イノベーション アーキテクト

౦ɹ৴࿨
アイディアポイント

取締役 チーフイノベーションオフィサー

ɹҰོా؛
青山学院大学
経済学部 教授

科学コミュニケーター

�����খּݪɹರɹ
滋賀医科大学 バイオメディカル・

イノベーションセンタ―
特任教授 

講
師
陣

ୈ̔ظੜΞϯέʔτΑΓ
डߨʹΑΔҙࣝͷมԽɺߦಈม༰

˙20��೥౓डߨ��ୈ̔ظੜͷςʔϚ
参
加
メ
ン
バ
ー
の
声
（
２
０
１
９
年
度
）
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ϓϩάϥϜ֓ཁ

������೔ఔ֓ཁɹ2020೥�݄��೔ʢۚʣʙ �݄2�೔ʢۚʣ

※講義とグループ研究の各コマ数は2019年度実績をもとに表示。プログラムとスケジュールは変更される場合があります。

社会課題の理解を深める

【学び、気づき】

バックキャスティング思考

バイアス崩し、2軸思考

事業アイデアの構造化、
ビジネスモデルの設計

社会課題の深堀

【チーム討議の流れ】

共感価値探究

仮説構築

事業化構想

テーマ設定

【具体的なチーム活動】

事実調査、関係先ヒアリング

新たな事業価値を構想

経験豊富なイノベーターからの
メッセージ

/P� ݄ɹ೔ �ɿ�0 �2ɿ�0 ��ɿ�0 ��ɿ00

�
2020年

4月17日（金）

2 4月18日（土）

�
第１回合宿

4月25日（土）

� 4月26日（日）

� 5月8日（金）

� 5月9日（土）

� 5月15日（金）

� 5月16日（土）

�
第2回合宿

5月22日（金）

�0 5月23日（土）

�� 6月5日（金）

�2 6月6日（土）

�� 6月20日（土）

�� 6月26日（金）

�� 6月27日（土）

▶10：00 ～ 12：00
オリエンテーション

▶9：00 ～ 12：00
テーマ研究② 「テーマ設定討議」

▶9：00 ～ 12：00
テーマ研究⑤ 「中間発表に向けて」

▶9：30 ～ 12：30
Ⅱ ヒト・コト・モノの関係性をRe-Designする

▶9：30 ～ 12：30
Ⅲ アイデアの具体化、事業化に向けて

▶9：30 ～ 12：30
Ⅱ ヒト・コト・モノの関係性をRe-Designする

▶9：30 ～ 12：30
Ⅱ ヒト・コト・モノの関係性をRe-Designする

▶9：30 ～ 12：30
Ⅲ アイデアの具体化、事業化に向けて

▶9：30 ～ 12：30
Ⅱ ヒト・コト・モノの関係性をRe-Designする

▶9：30 ～ 12：30
Ⅲ アイデアの具体化、事業化に向けて

▶9：30 ～ 12：30
テーマ研究⑪

▶9：30 ～ 12：30
テーマ研究⑬「プレゼン準備」

▶10：30 ～ 12：00
Ⅰ 善い目的を持つ
Ⅰ-4 チームの課題設定ワークショップ　テーマ研究① 「テーマ設定討議」

▶10：30集合
Ⅱ ヒト・コト・モノの関係性をRe-Designする
バイアスの特定と再構築化　「テーマ深堀（ワークショップ）」／テーマ研究⑧

▶9：30 ～ 12：30
Ⅱ ヒト・コト・モノの関係性をRe-Designする
Ⅱ-１ 「イノベーションの発想法　（講義）／イノベーションの発想法　（ワークショップ）」

▶12：45 ～
Ⅰ 善い目的を持つ
Ⅰ-１ 超長期時間軸で社会変化を考える

▶13：00 ～ 17：00
テーマ研究③  「テーマ発表」＆ヒアリング先検討

▶13：00 ～ 17：00
テーマ研究⑥  「テーマ研究中間発表」

▶13：30 ～ 17：00
テーマ研究④ 

▶13：30 ～ 17：00
テーマ研究⑤

▶13：30 ～ 17：00
テーマ研究⑥

▶13：30 ～ 17：00
テーマ研究⑦

▶13：30 ～ 15：30
新規事業創造事例

▶15：30 ～ 17：00
テーマ研究⑨

▶13：30 ～ 17：00
ワークショップ

▶13：30 ～ 17：00
テーマ研究⑩

▶13：30 ～ 17：00
テーマ研究⑫

▶13：30 ～ 17：00
テーマ研究成果発表会

▶17：00
修了式

▶13：00 ～　 

▶13：30 ～

▶15:30 ～
Ⅰ-２「バックキャスト思考」

▶17:30 ～
開校式、交流会

▶19:30 ～
交流会

▶18:30 ～
交流会

▶18:00 ～ 19：30
終講懇親会
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ϓϩάϥϜܞӦΞΧσϛʔ�ʷ�େֶ�࿈ܦ

�౦ژେֶະདྷϏδϣϯڀݚηϯλʔ

「戦略タスクフォースリーダー養成プログラム」
 URL：http://ifi.u-tokyo.ac.jp/iam_stfl/

౦ژ᥁ज़େֶσβΠϯՊ

「感性ポテンシャル開発プログラム」(近日公開)

֤ࣾͰݕ౼͞Ε͍ͯるʮઓུϓϩδΣΫτʯࢧ��ԉを໨తͱ͍ͯ͠·͢

ୈ̍ճɹ20��೥�2݄��೔ʢۚʣ��ʵ࣌��
ୈ̎ճɹ2020೥�݄2�೔ʢՐʣ��ʵ࣌��
ୈ̏ճɹ2020೥2݄2�೔ʢՐʣ��ʵ࣌��

 説明会会場 ：「経営アカデミー」 東京駅丸の内北口徒歩3分、新丸の内センタービル6階
  http://www.jpc-net.jp/academy/access.html

戦略企画部門、事業部門、知財部門等で組織横断型の課題を担う方、新規事業開発、技術開発、リーダー等　

各コース20名募集

̍ɽʮϏοάσʔλ・*P5・ਓ޻஌ೳܦӦֵ৽ࢧԉίʔεʯ
実施期間： 2020年5月9日（土）～ 9月25日（金）、金・土曜日開催、全17日（合宿含む）
場　　所： 土曜日（３回）東京大学本郷キャンパス、金曜日（11回）経営アカデミー、及び合宿

̎ɽʮ஌ࡒ・ඪ४・ۀࣄͷҰମઓུվֵࢧԉίʔεʯ
実施期間：2020年10月17日（土）～ 2021年2月19日（金）、金・土曜日開催、全17日（合宿含む）
場　　所：土曜日（３回）東京大学本郷キャンパス、金曜日（11回）経営アカデミー、及び合宿

�஌ੑ、࿦ཧ͸ਓؒ׆動ʢ೴ʣのҰ෦Ͱ͔͠ͳ͍ ͱ͜を֮ࣗ͠、͔ੑײΒのՁ஋૑଄ʹͮ͘ؾ
ͱ͜Ͱ、ࣗ෼ࣄͱͯ͠৺͔Βʮ΍Γ͍ͨʯͱࢥえるϙςϯσϟϧの։ൃを໨͠ࢦ·͢ɻ

ʮΤάθΫςΟϒͷͨΊͷΞʔτߟࢥʯମݧίʔε
先入観やバイアスを排除して観る。手を動かして“観る”ことで、自分の見方に気づく

説明会

ねらい

ねらい

対象者

コース

コース

アート思考

U

U

ʬ͡ײʹੑײऔΔྗʭ
東京藝術大学デザイン科  准教授　ࢁ㟒 �એ༝ ࢯ�

　本人の持つ、想像力、観察眼、柔軟な思考、多様な価値観、洞察力と創造力、それはもう感性です。感性と

いうのは元からあるセンスや感受性のみではなく、どのように感じることができるか、どれだけ多様な見方が

できるか、ポジティブな要素をどれだけ発見できるか、ポジティブなことを発見するのは多くの経験と多くの

共感で感じ取る力が必要です。それが感性です。

　感性はちょっとした訓練で開花させることができます。高めた感性によってイノベーションにつながる種に

気づいたり、理解したり、判断したりします。先が見えにくい未来を予測したり、価値を多次元的に捉えるこ

とで新しい価値に気づいたりできるようになります。

　今の時代、情報が溢れています。想像しなくてもそこに答えがある。だから想像力も創造力も希薄になって

いるように思います。境界が曖昧になっています。気づく力、感じる力、伝える力、繋ぐ力が必要です。隠れ

た感性を引きだすアート体験がそれを可能にしてくれます。
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アクリフーズ

アサヒグループＨＤ/アサヒビール

キッコーマン

キッコーマン食品

キッコーマンソイフーズ

キリンビバレッジ

合同酒精

なとり

日清オイリオグループ

日清製粉グループ本社

日本たばこ産業

日本ハム

日本水産

マルハニチロ

明治

メディカルフードサービス

森永製菓

森永乳業

ヤッホーブルーイング

山星屋

雪印メグミルク

理研ビタミン

建
設
・
土
木

風間建設工業所

水ｉｎｇ

竹中工務店

東亜建設工業

戸田建設

巴コーポレーション

日本電業工作

三井住建道路

三井住友建設

ヤマト

繊
維
・

パ
ル
プ
・
紙

東レ

日本毛織

日本製紙

ホギメディカル

北越コーポレーション

化
学

旭化成

エーザイ

花王

関西ペイント

関東電化工業

キョーリン製薬ＨＤ/杏林製薬

クラレ

クレハ

三和サインワークス

生化学工業

大幸薬品

高田香料

タキロンシーアイ

竹本容器

中外製薬

ＤＩＣ

東北パイオニア

鳥居薬品

日本色材工業研究所

日本ゼオン

日本サーファクタント工業

日本食品分析センター

日本製薬

日本ポリケム

バイエルクロップサイエンス

藤倉化成

富士フイルム

藤森工業

化
学

ホーユー

マサル機工

三菱ケミカル

メルテックス

ライオン

ロート製薬

石
油
・
石
炭

出光興産

コスモエネルギーＨＤ/コスモ石油

ＪＸＴＧ ＨＤ/ＪＸＴＧエネルギー

ゴ
ム
・
ガ
ラ
ス
・
土
石
製
品

加貫ローラ製作所

住友大阪セメント

太平洋セメント

デイ・シイ

ＴＯＴＯ

バンドー化学

ブリヂストン

前田製管

鉄
鋼
・
非
鉄
金
属

コベルコ鋼管

サンエツ金属

ＪＦＥスチール

住友金属鉱山

住友電気工業

大同特殊鋼

東京鋼鐵

日本軽金属

古河電気工業

三井金属鉱業

ＵＡＣＪ

ＹＫＫ

機
械

ＩＨＩ物流産業システム

アーレスティ

アルファ

石垣

エムケー精工

クボタ

栗田工業

小松製作所

サンデンＨＤ

タダノ

ＴＢＫ

酉島製作所

鍋屋バイテック会社

日立造船

マースグループＨＤ/マースエンジニアリング

丸山製作所

明治電機工業

湯山製作所

電
気
機
器

アズビル

大崎電気工業

オムロンフィールドエンジニアリング

キヤノン電子

キヤノンプレシジョン

共和電業

コニカミノルタ

ＴＤＫ

東京エレクトロン

東光高岳

日本電気

日本信号

パナソニック

日置電機

日立製作所

富士通

富士通アドバンストテクノロジ

ムサシノ機器

電
気

機
器

リコー

ルネサスエスピードライバ

ルネサスエレクトロニクス

輸
送
用
機
器

ＩＨＩ

総合車両製作所

日産自動車

日本プラスト

日野自動車

精
密
機
器

ＮＥＣディスプレイソリューションズ

オリンパス

コマツ

ジーエルサイエンス

シスメックス

シチズン時計

シード

テルモ

東京精工

日東電工

日本結晶光学

マースウィンテック

ミツトヨ

村田製作所

そ
の
他
製
造

アルケア

エムジー

廣済堂

竹虎

東タイ

凸版印刷

ヤマハ

電源開発

運
輸
・
倉
庫

ＡＮＡ成田エアポートサービス

ＡＮＡ ＨＤ/全日本空輸

カンダホールディングス

シンクラン

東京地下鉄

日本通運

日本石油輸送

東日本旅客鉄道

日立物流

ペガサスグローバルエクスプレス

ヤマト運輸

ロジメディカル

情
報
・
通
信

ＡＧＳ

ＳＡＰジャパン

ＮＥＣエンジニアリング

ＮＥＣソリューションイノベータ

ＮＥＣネッツエスアイ

ＮＴＴコムウェア

ＮＴＴドコモ

カストマシステム

ＫＤＤＩ

シスコシステムズ

日鉄ソリューションズ

ディックソリューションエンジニアリング

テックスエンジソリューションズ

日本電気通信システム

日本ユニシス

ハマゴムエイコム

ＢＦＴ

東日本電信電話

日立システムズ

富士ソフト

富士通エフサス

小
売
・

卸
売
・

商
業

岩谷産業

オートバックスセブン

小
売
・
卸
売
・
商
業

サニーヘルス

サンゲツ

髙島屋

東京産業

野原産業

白銅

フロンティア

松屋

三井物産

八洲電機

ヤマシタコーポレーション

リックス

良品計画

広
告
・

放
送

クリエイト

博展

金
融

オリックス生命保険

埼玉りそな銀行

ＪＡ三井リース

ジェーシービー

商工組合中央金庫

信金中央金庫

東京センチュリー

東邦銀行

日本政策金融公庫

日本レコード・キーピング・ネットワーク

農林中央金庫

播州信用金庫

富国生命保険

みずほフィナンシャルグループ/みずほ銀行

三井住友海上火災保険

三菱ＵＦＪ銀行

三菱ＵＦＪニコス

りそな銀行

不
動
産

穴吹エンタープライズ

穴吹興産

あなぶき興産九州

あなぶき不動産流通

ＮＴＴ都市開発

大京

大京アステージ

東京ガス都市開発

日本工営

三菱地所

山万

サ
ー
ビ
ス

アイム環境ビル管理

穴吹ハウジングサービス

あなぶきメディカルケア

池上長寿園

エイチアンドアールコンサルタンツ

ＮＴＴ都市開発ビルサービス

オリエンタルランド

ＪＦＥライフ

ＪＥＣＣ

ジャノメクレディア

ＴＤＫサービス

図書館流通センター

日本郵政

乃村工藝社

パシフィックコンサルタンツグループ

マネジメントソリューションズ

みらかＨＤ

メンテックカンザイ

ユー・エス・エス

横河レンタ・リース

電機・ガス

経営アカデミーの活動趣旨にご賛同いただき、多くの企業より、その将来を担う中核人材を継続的にご派遣いただいております。͝೿ۀاݣҰཡ

（過去10年）（企業名は参加時点のものも含みます）



お申し込み・お問い合わせ先

東京駅丸の内北口より徒歩 3分、地下鉄大手町駅 B2b 出口よりすぐ




